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概要
「Project Server 2003 簡単使いこなしマニュアル」は、Project Server 2003 の基本的な構築手順と操作運用方法を通して、エンタープライズ環境でのプロジェクトマネジメント導入実践方法を体験するための学習コンテンツです。

本稿では、簡単なシナリオを通してProject Server 2003の操作運用方法について解説します。

· Project Web Accessでプロジェクト計画を共有する

· Project Server 環境で実現する、マスタープロジェクト－サブプロジェクトを使用したプロジェクトの統合管理
· 作業の進捗状況を作業開始日と作業終了日の「見込み」と「実績」で報告する

· Windows SharePoint Services を使用して、プロジェクトチームで成果物と問題点を管理・共有する
· 信号機マークでプロジェクトのステータスを監視する
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1. はじめに
「Microsoft Office Project Server 2003 簡単使いこなしマニュアル」は、Microsoft Office Project Server 2003  ( 以下、Project Server 2003 と表記します ) の基本的な構築手順と操作運用方法を体験しながら、エンタープライズ環境でのプロジェクトマネジメント導入実践方法を体験するための学習コンテンツです。
Project Server 2003 環境をセットアップしながら設定方法を学習する「設定編」と、実際のシナリオを通して実運用での使用方法を学習する「活用編（本稿）」の2部で構成されています。「活用編（本稿）」の内容を実施するためには、「設定編」の手順に従いProject Server 2003 環境を構築する必要があります。

本稿は以下の章で構成されています。
	Project Server 2003とは

	
	Project Server 2003 の基本機能と、本稿のシナリオに登場するユーザーごとに使用するツールを解説します。

	Project Server 2003でプロジェクト マネジメントを実践するには

	
	本稿で紹介するProject Server 2003 で実現するプロジェクト マネジメント実践のポイントを紹介します。
「どのようなタイミングで」、「何を確認し」、「どういった対応をしなければならないのか」 を簡単にまとめています。

	Project Server 2003 でプロジェクト管理をしてみましょう

	
	本稿で紹介するシナリオの概要を解説します。

	プロジェクト計画を作成しましょう

	
	Project Server 2003 環境で、マスタープロジェクトとサブプロジェクトを使用してプロジェクト計画を作成する方法、Windows SharePoint Services を使用して関連ドキュメントやリスクを登録する方法を解説します。

	実績を入力しプロジェクトの分析をしましょう

	
	Project Server 2003 環境で、作成したマスタープロジェクトとサブプロジェクトを使用して、実績を入力し計画評価する方法、Windows SharePoint Services を使用して、成果物や懸案事項を登録する方法を解説します。


Microsoft Office Project 2003（以下、Project 2003 と表記します）に関する製品情報の詳細については、Project 2003 のホームページを参照してください。

http://www.microsoft.com/japan/office/project/prodinfo/
また、本稿では「タスク名の入力」などProject 2003 の基本的な操作方法については紹介しません。Project 2003の基本機能から学習したいユーザーは、下記のページから学習コンテンツをダウンロードしてください。
http://www.microsoft.com/japan/office/project/stepby/default.mspx
2. Project Server 2003とは

Project Server 2003 を使用すると、ユーザーは進捗状況の入力をブラウザや Outlook の予定表から簡単に行う事が出来ます。管理者は、企業内の複数プロジェクトで管理されているスケジュールやリソースなどの情報をポートフォリオとして一元管理することができます。また、進捗状況からトラブルの報告まで、チーム内で最新の情報を共有できるため、リアルタイムの情報に基づく、すべてのプロジェクトの一括管理、企業全体の利益追求が実現できます。
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2.1. Project Server 2003 ではどのような管理ができるのでしょうか
Project Server 2003で実現できる様々なプロジェクト管理機能について紹介します。

2.1.1. プロジェクトステータスの可視化

Project Server 2003環境では、Project Web AccessというInternet Explorerから使用できるインターフェイスを介し、企業内で動いている複数のプロジェクトを統合管理することが可能です。それぞれのプロジェクトの進捗状況やコストを一覧で表示させる事ができ、スケジュールの遅れや予算の超過などの問題を抱えるプロジェクトを即座に見つけ出せます。

本稿シナリオでは、シングルユーザー環境でも使用可能なユーザー設定フィールドを、全プロジェクト共通に使用する評価指標として定義します。スケジュールの遅れや予算の超過などをマーク表示することで、Project Web Accessに表示されるプロジェクト一覧から問題のあるプロジェクトを即座に見つけ出す方法を紹介します。

また、Project Web Access を使用したProject Server 2003 の基本機能に加え、「マスタープロジェクト」を使用することにより、関連するプロジェクトの状況を効果的に管理する手法を紹介します。「マスタープロジェクト」はシングルユーザー環境でも使用できる機能ですが、Project Server 2003 環境でも大型プロジェクトの管理などでは、「マスタープロジェクト」を使用することで、利便性が向上します。
2.1.2. 統合的なリソースの管理

複数のプロジェクトを横断的にリソース管理する事が可能です。人的管理だけではなく、設備や装置などもリソース管理の対象にする事が可能です。リソースの稼動状況は、組織的に一元管理されるため、共有リソースの有効活用を実現します。

※ 本稿では、詳細なリソース管理の機能については紹介しません。
2.1.3. ブラウザから進捗入力

Project Server 2003 を使用すると、ユーザーは進捗状況の入力をブラウザや Outlook の予定表から簡単に行う事が出来ます。ユーザーは進捗の報告を行うのに、特別な知識や経験が不要です。企業内にプロジェクト管理を広げていくことが容易になります。

本稿シナリオでは、Project Server 2003 をより簡単に使用していただくため、標準で用意されている進捗入力方法ではなく、タスクごとの開始日や終了日を報告する方法を紹介します。

※ 本稿ではOutlook連携機能については紹介しません。
2.1.4. プロジェクトチームでの情報共有

機密度の高いプロジェクトの情報を共有するには、プロジェクトチームのメンバーだけがアクセス権限のあるワークスペースが必要となります。Project Server 2003 では、標準機能としてWindows SharePoint Services が利用できるため、プロジェクト毎のファイル共有を実現することができます。
本稿シナリオでは、ファイル共有機能を使用して、プロジェクトの過程で生成された成果物をワークスペースで管理する方法を紹介します。
2.1.5. リスク、懸案事項管理

タスクに関するリスクを事前に洗い出し、プロジェクト計画やタスクにリンクさせて管理することが可能です。リスクには発生確率と重要度を設定することでプロジェクト全体への影響度を把握できます。軽減策や代替案を同時に記録しておくこともできるため、万一の場合の迅速なアクションが可能になります。

本稿シナリオでは、プロジェクト計画時にリスクを登録する方法、プロジェクト進行中に発生した懸案事項を登録し、ディスカッション形式で解決していく方法を紹介します。
2.1.6. プロジェクトポートフォリオ分析

複数のプロジェクトやリソースの状況を任意の切り口で分析することが可能になります。企業戦略に応じてプロジェクトをコントロールし、例えば優先度に応じてプロジェクト間の人材を調整した場合なども、その変更が他のプロジェクトに及ぼす影響などをシミュレーションすることができます。

※ 本稿では、プロジェクトポートフォリオ分析機能については紹介しません。
2.2. 役割と使用ツールを理解しよう
シングルユーザー環境では、Project Standard 2003を関係者全員のPCにインストールし、プロジェクトファイル（.mpp）を共有する方法で運用していました。

Project Server 2003 を使用するエンタープライズ環境では、全ての関係者のPCにProject 2003 をインストールする必要はありません。プロジェクト計画の作成や編集を行うユーザーのPCにだけ Project Professional 2003（シングルユーザー環境で使用する Project Standard 2003 に該当するソフトウエアです）をインストールし、他のユーザーは Project Web Access を使用して、プロジェクト計画にアクセスします。Project Web Access はInternet Explorer さえあれば使用可能です。運用時の使用ツールのイメージは下図の通りです。
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本稿シナリオで登場するユーザーは、以下のツールを使用します。

	ユーザーの役割
	主な作業
	使用ツール

	プロジェクトマネージャ
（PM）
	マスタープロジェクトの作成・編集・管理
	Project Professional 2003

	
	サブプロジェクトの状況管理
	Project Web Access

	
	マスタープロジェクト成果物・問題点の管理
	Windows SharePoint Services

	プロジェクトリーダー
（PL）
	サブプロジェクトの作成・編集・管理
	Project Professional 2003

	
	サブプロジェクトの状況管理
	Project Web Access

	
	成果物・問題点の管理
	Windows SharePoint Services

	作業責任者
	割り当てられた作業への実績入力
	Project Web Access

	
	成果物の登録と問題点の報告
	Windows SharePoint Services

	プロジェクト マネジメント オフィス （PMO）
	各プロジェクトの状況管理
	Project Web Access

	
	各プロジェクト成果物・問題点の管理
	Windows SharePoint Services


マスタープロジェクトとサブプロジェクト

本稿シナリオでは、マスタープロジェクトとサブプロジェクトを使用したプロジェクト管理方法を紹介します。

サブプロジェクトとは、プロジェクトリーダーが管理する個々のプロジェクトです。マスタープロジェクトとは、これらサブプロジェクトを統合したプロジェクトで、プロジェクトマネージャがプロジェクト全体を管理する目的で使用します。
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3. Project Server 2003でプロジェクト マネジメントを実践するには
Project Server 2003 はプロジェクト マネジメント ツールです。しかし、Project Server 2003 を導入したからといって、それでプロジェクト マネジメントが実践できるというわけではありません。
適正なプロジェクト マネジメントの視点に基づき Project Server 2003 を使用することで、初めてプロジェクト マネジメントを実践することができます。

実際のシナリオに入る前に、「Project Server 2003 を使ってどのような視点からプロジェクト マネジメントを実践したらよいか」について解説します。

3.1. 適正なマネジメントの視点が必要です
プロジェクトの「計画」段階と「実施」段階において、必要となるマネジメントの視点を見ていきましょう。
3.1.1. 計画段階
計画段階での作業の流れは、「WBS 作成」から始まり「計画の保存」で完了します。Project 2003 を使用して、各工程でプロジェクト マネージャが行うべきマネジメントの内容は下表の通りです。
	
	[image: image262.png]


WBS 作成
作業責任者割当
	計画調整
	成果物計画・リスク・関連情報の登録
	計画の保存

	PMO
	○ （評価、承認）
	
	○ （評価、承認）
	○ （評価、承認）

	PM
	○（評価、承認）
	○
	○（評価、承認）
	○（評価、承認）

	PL
	○
	○
	○
	○

	作業責任者
	
	
	
	

	マネジメント
	
	マイルストーン期限が守れているか
	成果物情報・リスク情報の確認
	


3.1.2. 実施段階
実施段階では「実績報告」から「再計画」までの工程をひとつのマネジメントサイクルとして、プロジェクトの完了まで繰り返します。Project Server 2003 を使用して、各工程でプロジェクト マネージャが行うべきマネジメントの内容は下表の通りです。
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実績報告
	成果物と問題点の評価
	進捗状況分析
	再計画

	PMO
	
	○
	○
	○ （評価、承認）

	PM
	
	○
	○
	○（評価、承認）

	PL
	○
	○
	○
	○

	作業責任者
	○
	
	
	

	マネジメント
	
	進捗状況に見合った成果物が登録されているか
問題点が登録されていないか
	マイルストーン期限が守れているか
計画と実績に差異はないか
	マイルストーン期限が守れているか


3.2. マネジメント シナリオ

本稿では、実際のマネジメント シナリオに沿って Project Server 2003 の使用方法を解説します。マネジメントの内容を、前章で紹介した工程ごとにより詳しく見ていきましょう。

3.2.1. 計画段階－マイルストーンの期限の達成を確認する
WBS を入力し、詳細なスケジュールを作成したら、取引先から要求されているマイルストーンの期限を達成できているかどうかを確認する必要があります。期限を達成できていない場合は、「タスクをオーバーラップさせる」、「作業担当者を追加して作業期間を短縮する」などで、期限を達成できるように計画を調整します。
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Q１．マイルストーンの期限が達成できているかを確認するにはどうしたらよいでしょう？

A1．マイルストーンに [期限] を設定し、警告マークを監視します。

Q2．タスクをオーバーラップさせるにはどうすればよいのですか？

A2．タスク間に設定されたリンクの種類（依存タイプ）や間隔を調整します。
3.2.2. 計画段階－マスタープロジェクトを作成し全体スケジュールを管理する

プロジェクトの性質によっては、PLごとに管理する作業を切り出し、それらをひとつのプロジェクトとして管理した方が、効率がよい場合があります。このような場合、マスタープロジェクト機能を使用します。マスタープロジェクト機能は、シングルユーザー環境でも使用できます。(参考：http://www.microsoft.com/japan/office/project/stepby/manual04.mspx)
マスタープロジェクトを効果的に活用するには、マスタープロジェクトにサブプロジェクトのマイルストーンだけを定義しておく運用方法があります。この際、サブプロジェクト間にはタスクの依存関係を設定しません。サブプロジェクトとマイルストーンの間にだけ依存関係を設定します。そのマイルストーンの位置を監視して、全体を管理できるような計画を作成します。
プロジェクト計画が複数のサブプロジェクトによって構成される場合は、実施フェーズで発生したサブプロジェクト単体の遅延が、プロジェクト全体にどのような影響を及ぼすのかを確認しやすくするために、マスタープロジェクトを作成しておきます。
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なお、Project Server 2003が標準に準備している設定では、マスタープロジェクトを保存・発行することができません。マスタープロジェクトの保存ができるよう、Project Web Access の管理画面で設定を変更する必要があります。（設定方法は、本稿別紙「設定編」を参照してください。）
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Q１．Project Server 2003 でマスタープロジェクトを発行すると、どのような問題が発生するのでしょうか？
A1．Project Server 2003 は、マスタープロジェクト内でのリソース割り当て情報と、マスタープロジェクトにリンクされているサブプロジェクトのリソース割り当て情報を、別の作業として扱います。そのため、マスタープロジェクトとサブプロジェクトの両方を発行すると、Project Web Access の [自分のタスク] 画面では、実際はひとつの作業であるにもかかわらず、さも異なる2つの作業が割り当てられているように表示されてしまいます。
マスタープロジェクトを保存するだけであれば、割り当て情報が発行されないため、上記の機能仕様により影響を受けることはありません。

3.2.3. 計画段階－必要なインプット情報を登録し、成果物やリスクを洗い出す
Project Server 2003 ではプロジェクト計画ごとにプロジェクトチーム用のポータルサイトが提供されます。このポータルサイトは、Windows Server 2003のサブシステムである Windows SharePoint Services により管理されており、プロジェクトのチームメンバーは共同作業用のポータルとして活用できます。

Project Professional 2003で計画を作成したら、プロジェクトの実施に必要なインプット情報や成果物の雛形を Windows SharePoint Services のドキュメントライブラリ（本稿9ページ [image: image9.png]POINT



参照）に登録していきます。実施フェーズに移行する前に、「要件定義書」などの必要なインプット情報や、成果物作成に必要な成果物の雛形を、作業フェーズごとに登録することで、WBSの洗い出しや計画全体に漏れがないかを確認することができます。
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また、Project Server 2003 とWindows SharePoint Services の連携機能は、リスク管理機能も提供します。プロジェクト実施段階に起こり得る問題点を計画作成時に洗い出し、リスクとして登録しておきます。リスク情報には、リスクが現実化した際の対策や影響度を登録することができ、Project Server 2003で管理される個々のタスクに関連付けることができます。
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計画段階では、プロジェクトの実施に必要なインプット情報や成果物雛形の登録状況、また、リスクの洗い出しの状況をみて、プロジェクト計画が十分に検討されており、かつそれに応じたWBSが生成されているかを確認する必要があります。
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Q１．ドキュメントライブラリはどのような使い方ができるのでしょうか？
A1．ドキュメントライブラリは、通常の共有フォルダと同様に使用することができます。
Internet Explorer もしくは Project Professional 2003 からアクセスし、ファイルをアップロードしたり、アップロードされたファイルを編集したりすることができます。チェックイン・チェックアウト機能を活用することで、アクセス排他制御や簡単なバージョン履歴情報を残すこともできます。

Q２．ドキュメントライブラリではユーザーごとにアクセス権限を設定できるのでしょうか？

A２．Windows 認証を使用したアクセス権限の設定が可能です。例えば、PLのみにドキュメントの編集権限を与え、チームメンバーには参照権限だけを与える、等の運用が可能です。

3.2.4. 実施段階－基準計画と現行計画のずれを確認する
実施フェーズに移行したプロジェクトについて、プロジェクトマネージャがまず監視しなければならないのは、作業が予定されたスケジュール通りに着手されているか、また予定されたスケジュール通りに完了しているか、という点です。

Project Server 2003 では、これらのプロジェクトステータスをProject Web Accessから確認することができます。このProject Web Access は Internet Explorer から使用できます。Project Web Access では、基準計画と現行計画の差異情報はもちろん、ユーザー設定フィールドに定義したマークなど、Project Professional 2003で表示できる情報の多くを表示することができます。

プロジェクト マネージャは、これらの情報を確認しながら、計画が予定通りに進行しているかを監視することができます。
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※ 上図は、本稿シナリオ用に設定した 「プロジェクト詳細 基準計画差異」 ビューを使用しています
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Q１．基準計画と現行計画を比較するには、どのようにすればよいでしょうか？

A1．プロジェクトサマリー情報について確認する場合は、[プロジェクトセンタ] の [進捗管理] ビューを、プロジェクトごとの詳細情報について確認する場合は、[プロジェクトのビュー] の [タスクの進捗管理] ビューを使用します。
これらのビューを使用することで、ガント チャート上でビジュアル的に現行計画と基準計画を比較することができます。また、テーブルに表示されるデータを比較することで、具体的にどの程度ずれが生じているかを、確認することができます。
[基準計画] にはタスクごとの開始日、終了日、作業時間、期間、コストなどが保存されます。たとえば、あるタスクの終了日を比較したい場合は、[基準終了日] と [終了日] を比較することで、どれくらいの遅延が発生しているかを確認することができます。
なお、[～差異] という名前のフィールドには、自動計算により算出される基準計画と現行計画の差異データが保存されます。[終了日差異] を参照するだけで、終了日がどれくらい変更されたかを確認することができます。
本稿のシナリオで紹介するビューでは、ユーザー設定フィールドを使用して、スケジュール差異発生時に警告マークが表示されるよう設定されています。[基準計画] と比較してタスクの期間や終了日に差異が発生した場合に、「黄色」や「赤色」のマークを自動的に表示します。「黄色」または「赤色」のマークがある場合は、他の後続するタスクも含めプロジェクト全体の状況を確認し、マイルストーンに影響がある場合は、スケジュールの再調整を行う必要があります。
3.2.5. 実施段階－作業の着手・完了状況を監視する
本稿のシナリオで紹介するビューでは、設定した進捗報告日を起点とし、未着手もしくは未完了の作業の開始日や終了日が近づくにつれ、「表示なし」⇒「黄色」⇒「赤」へと変化する「作業の着手と完了に対する監視マーク」を設定しています。
このマークを監視することにより、プロジェクトマネージャは現在マネジメントの対象とすべき工程を絞り込むことができるため、効率的なマネジメントが可能となります。
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現場の作業責任者にとっても、そろそろ始めなければならない作業をすぐに見つけ出すことができます。
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Q１．このマークを表示するには、どのような設定をすれば良いのですか？
A1． Project Web Access にユーザー設定フィールドのデータやマークを表示する場合は、Project Professional 2003からエンタープライズ グローバルという Project Server 2003 のマスター情報に設定を登録します。エンタープライズ グローバルに登録したユーザー設定フィールドは、Project Server 2003 や Project Web Access から使用できるようになります。
登録したユーザー設定フィールドを Project Web Access に表示する場合は、Project Web Access の管理メニューから [プロジェクト センタ] や [プロジェクト ビュー] の設定を編集して表示します。
なお、「作業の着手と完了に対する監視マーク」は、プロジェクトごとに設定される [状況報告日] と各タスクの [開始日] や [終了日] を、登録されたプロジェクトカレンダーに基づいて比較し、差分の日数をもとにマークを表示しています。
3.2.6. 実施段階－実績情報と成果物をチェックする

Project Server 2003環境では、作業を割り当てられた作業担当者は、Project Web Accessから進捗状況を報告することができます。プロジェクト マネージャは、報告された進捗状況を Project Web Access から確認・承認し、計画に反映します。
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※ Project Web Access 進捗承認画面

プロジェクト マネージャは、実績情報を承認する際に、必ず成果物状況を確認する必要があります。作業担当者は、進捗状況報告の際に成果物も報告します。成果物はWindows SharePoint Servicesが提供するドキュメントライブラリに格納することができます。
ドキュメントライブラリに登録された成果物を確認した上で、進捗状況の承認をします。
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Q１．成果物を確認したところ作業はまだ完全に完了していないにもかかわらず、作業が完了したという進捗報告がされている場合は、どのようなアクションをすればよいのでしょうか？
A1．まずは報告された実績情報を承認し、一度プロジェクト計画に反映させます。プロジェクト マネージャが成果物を評価した結果、適正な進捗状況でないと判断した場合は、Project Professional 2003で作業の完了までに必要な作業期間を追加登録し、作業担当者に修正後の残作業を通知するという運用も可能です。
3.2.7. 実施段階－問題点を共有し、計画へフィードバック

Project Server 2003 と Windows SharePoint Services の連携機能では、プロジェクト進行中に発生した問題をチームメンバーで共有するために、「懸案事項」を管理する機能が実装されています。作業の障害となる問題が発生した場合に、作業責任者はプロジェクト マネージャに対して懸案事項を発行し、解決方法の検討を依頼することができます。
実施段階に移行したプロジェクトでは、常にプロジェクト マネージャは新しい懸案事項が登録されていないかを監視します。懸案事項が登録された場合には、解決策を検討し、状況によってはプロジェクト計画を変更する必要があります。
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マスタープロジェクトで運用する場合は、マスタープロジェクトとサブプロジェクトそれぞれに、別のポータルサイトが作成されます。このような環境下では、現場で発生した問題点はまず、サブプロジェクトの懸案事項としてサブプロジェクトのポータルサイトに登録されます。もしその問題を、サブプロジェクトを管理するプロジェクトリーダーが解決できるのであれば、プロジェクトリーダーが解決策を返信します。プロジェクトリーダーが解決できないのであれば、その問題をマスタープロジェクトの懸案事項としてマスタープロジェクトのポータルサイトに登録し、プロジェクトマネージャに解決を依頼することになります。
このような運用により、プロジェクトマネージャは、必要最低限の問題点のみを監視することが可能になり、現場⇔PL⇔PM といった流れで、効率的に問題点の解決をはかることができます。
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Q１． 新しい懸案事項が投稿されたことを確認するには、どうすればよいのでしょうか？
A1． 自分に対して新しい懸案事項が投稿された場合には、Project Web Access のホーム画面にメッセージが表示されます。
また、Windows SharePoint Servicesの通知設定をすることで、自分に対して新しい懸案事項が投稿されたタイミングで、自動送信によるメール通知を受けることができます。
4. Project Server 2003 でプロジェクト管理をしてみましょう
本稿では、PMやPL、作業責任者などのプロジェクトメンバーが、Project Server 2003を中心にプロジェクトを運用していくシナリオを通じて、Project Server 2003 を利用したプロジェクト管理の方法を紹介します。
本章では、シナリオに登場するプロジェクトの概要と構成メンバーを解説します。

4.1. このようなプロジェクトを例に進めます

株式会社マイクロシステムズという架空の会社を例にして、Project Server 2003 を実際に操作しながらプロジェクト計画を作ってみましょう。

株式会社マイクロシステムズは、コンピュータシステムの構築や受託開発をする企業です。取引先から、2007年7月末運用開始を目標とする「Project Server構築とカスタマイズ」の作業依頼を受けています。実際の作業は、第1フェーズの「Project Server構築」と第2フェーズの「レポート機能開発」という2つの大きな工程にわかれています。SI事業部の第1課では、期限内にこの作業を実現しなくてはなりません。早速、このプロジェクトが実現可能かどうかを判断するためのシミュレーションを開始します。

今回のプロジェクト名称は「PMシステム構築」とし、プロジェクト全体をPM（プロジェクトマネージャ）が管理します。
このプロジェクトは2人のPL（プロジェクトリーダー）がそれぞれ管理する「Project Server構築」と「レポート機能開発」という2つのサブプロジェクトから構成されます。
各サブプロジェクトの作業ごとに作業責任者が選出され、実際の工程を管理し進捗状況をPLに報告します。SI事業部担当のPMOもプロジェクトの監視役として参加することになっています。
一方のサブプロジェクト「Project Server構築」が完了した後に、もう一方のサブプロジェクト「レポート機能開発」を後継して実施するように計画されています。これらサブプロジェクトの計画は各PLに作成してもらい、PMがマスタープロジェクトの計画に統合します。今回のプロジェクトでは、合計3つのプロジェクトファイルを作成し、これらをProject Server 2003 で管理運用していきます。

期間は8ヵ月。11月末から作業を開始し、7月中頃には取引先に導入する必要があります。
	プロジェクトの名前
	PMシステム構築 （マスタープロジェクト）
Project Server構築 （サブプロジェクト）
レポート機能開発 （サブプロジェクト）

	作業担当者 (リソース)
	PM
	谷さん

	
	PL
	田中さん （Project Server構築）　
小林さん （レポート機能開発）

	
	作業責任者
	進藤さん、市川さん （Project Server構築）
斉木さん (レポート機能開発)

	
	PMO
	北村さん

	期間
	ProjectServer構築 （4ケ月） 、　レポート機能開発 （4ヶ月）


5. プロジェクト計画を作成しましょう
本章では、実際にプロジェクト計画を作成する手順を紹介します。
【本章 見出しマップ】
	サブプロジェクトを作成しましょう

	5.1.1
	プロジェクトテンプレートを使用して計画を作成しましょう

	
	
	テンプレートを使用してプロジェクト計画の基本情報を登録します。

	5.1.2
	タスクを構成しましょう

	
	
	工程ごとのタスクを登録し、期間や前後関係を設定します。

	5.1.3
	プロジェクトチームを作成しましょう

	
	
	RBSを使用して、プロジェクトチームを作成します。

	5.1.4
	タスクにリソースを割り当てましょう

	
	
	詳細工程のタスクにリソースを割り当てます。

	5.1.5
	計画を評価しましょう

	
	
	登録したマイルストーン期限が達成できているか確認します。

	5.1.6
	計画を調整しましょう

	
	
	マイルストーン期限を達成できるように、計画を調整します。

	5.1.7
	進捗報告日を登録しましょう

	
	
	進捗報告日を登録します。

	5.1.8
	計画を保存・発行しましょう

	
	
	基準計画に保存し、計画をProject Server 2003 へ発行します。

	5.1.9
	ドキュメントライブラリを作成し、成果物の雛形を登録しましょう

	
	
	ドキュメントライブラリに成果物ドキュメントの雛形や参考資料を登録します。

	5.1.10 
	リスクを登録しましょう

	
	
	プロジェクト開始前に洗い出したリスクを定義します。

	5.1.11 
	同様の手順で他のサブプロジェクトを作成しましょう

	
	
	その他のサブプロジェクトを作成し、Project Server 2003 へ発行します。

	マスタープロジェクトを作成しましょう

	5.2.1
	プロジェクト テンプレートを使用して計画を作成しましょう

	
	
	テンプレートを使用してマスタープロジェクトを作成します。

	5.2.2
	サブプロジェクトとマイルストーンを登録しましょう

	
	
	サブプロジェクトにリンクしたマイルストーンと期限を設定します。

	5.2.3
	計画を保存しましょう

	
	
	完成したマスタープロジェクトを上書き保存します。

	5.2.4
	インプット情報に漏れがないか確認しましょう

	
	
	サブプロジェクトごとに登録されたインプット情報に漏れがないかを確認します。

	5.2.5
	ポータルサイトにアクセス権限を追加しましょう

	
	
	完成したマスタープロジェクトのポータルサイトにPLがアクセスできるよう、権限を追加します。


5.1. サブプロジェクトを作成しましょう
本章では、事業部の標準テンプレートを使用して、各PLが管理するサブプロジェクトを作成する手順を解説します。
5.1.1. プロジェクトテンプレートを使用して計画を作成しましょう
	ログインユーザー
	PSERVERTEST\tanaka

	名前
	田中さん

	役割
	PL


最初に「構築用テンプレート」を元にして、サブプロジェクト「Project Server構築」を作成しましょう。
1. PLの田中さん（PSERVERTEST\tanaka）でPCにログインします。

2. Project Professional 2003 を起動します。
※ Project Server 2003 に接続するための設定が必要です。設定が完了していない場合は、別紙「設定編 3.3.1 Project Server アカウントを設定しよう」を参照し、設定してください。
3. [ファイル] － [新規作成] の順にクリックします。
[プロジェクトガイド] の [このコンピュータ上のテンプレート] をクリックします。
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4.  [エンタープライズテンプレート] 一覧から、「構築用テンプレート」を選択して
[OK] をクリックします。
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5.  [プロジェクト] － [プロジェクト情報] の順にクリックし、プロジェクトの [開始日]
を「2006/11/27」に設定し、[OK] をクリックします。
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6. [ファイル] － [名前をつけて保存] の順にクリックし、[ファイル名] に「ProjectServer構築」と入力し、[ユーザー設定のフィールド名] の [プロジェクト名称（エンタープライズ プロジェクト テキスト 1）] （一番下へスクロール）の [値] に「PMシステム構築」と入力して、 [保存] をクリックします。
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 プロジェクト名の命名ルールを作る
Project Server 2003 には同じ名前のプロジェクトを保存することができません。「年度＋部署コード＋プロジェクト名」 など、プロジェクト名の命名ルールを決めて運用すると効果的です。
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 プロジェクト名称（エンタープライズ プロジェクト テキスト 1) を登録する理由
プロジェクトが複数のサブプロジェクトで構成される場合は、個別のサブプロジェクトごとに、「同じプロジェクトを構成するサブプロジェクトである」 ということを定義する必要があります。本稿で紹介する株式会社マイクロシステムズでは、[プロジェクト名称] というユーザー設定フィールドを使用し、共通のプロジェクト名を設定することで管理しています。
Project Web Accessでプロジェクト一覧を表示する プロジェクトセンタ の画面などで、 [プロジェクト名称] でグループ化表示をすることで、関連するプロジェクト単位でプロジェクト状況を確認することができるようになります。
5.1.2. タスクを構成しましょう

次にタスクを登録し構成しましょう。
計画を構成するタスクのタスク情報を入力します。株式会社マイクロシステムズの過去の構築作業実績に基づき、計画の軸となる大工程とマイルストーンは既にテンプレートに登録されています。ここでは中工程および詳細工程を洗い出し登録します。

プロジェクト計画作成時のタスク登録方法は様々ですが、本稿では、以下のように登録していきます。
	工程
	登録するタスク
	登録する情報

	中工程
	おおよそ2ヶ月先までのタスク
	期間・依存関係

	詳細工程
	おおよそ2週間先までのタスク
	開始日・終了日


また、マイルストーンへの追加情報として、取引先との契約で決められた納期や期日を、[期限] として入力します。[期限] を設定するマイルストーンは以下の通りです。
【Project Server構築 マイルストーン一覧】
	タスクID
	マイルストーン名
	期限

	1
	要件確認完了
	

	2
	構築環境の概要検討完了
	

	3
	構築環境の詳細検討完了
	2006/12/19

	4
	カスタム設定項目の設計完了
	

	5
	社内検証完了
	

	6
	マニュアル作成完了
	

	7
	現地導入完了
	

	8
	トレーニング完了
	

	9
	導入完了
	2007/03/21


7. Project Professional 2003 の [ビュー] バーから「計画作成」をクリックし、計画作成用に設定されたビューに切り替えます。

8. [期限] の対象となっている「構築環境の詳細検討完了」マイルストーンを選択し、ダブルクリックして、[タスク情報] ダイアログボックスを開きます。
[詳細] タブの [タスクの制約] － [期限] で「2006/12/19」を選択し、[OK] をクリックします。
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9. 同様に「導入完了」にも「2007/3/21」を選択し入力します。
タスクのガント チャートに [期限] が設定された事を示す [image: image29.bmp] マークがつきました。
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10. 次に、2ヶ月以内に作業が見込まれる中工程と、直近2週間以内の詳細工程タスクを洗い出し登録しましょう。今回の作業で洗い出されたタスクの一覧は次の通りです。
【Project Server構築 直近2ヶ月以内のタスク一覧】
	タスクID
	工程
種別
	タスク名
	開始日
	終了日
	期間
	先行タスクID
（依存タイプ）

	11
	大
	要件確認
	－
	－
	－
	－

	12
	中
	要件定義書の確認
	－
	－
	－
	－

	13
	詳細
	要件の確認
	2006/11/27
	2006/11/29
	－
	－

	14
	詳細
	作業内容の整理
	2006/11/30
	2006/12/1
	－
	－

	15
	中
	物品手配の確認
	－
	－
	－
	12 （SS）

	16
	詳細
	ハードウェア納品日の確認
	2006/11/27
	2006/12/1
	－
	－

	17
	詳細
	ソフトウェア納品日の確認
	2006/11/27
	2006/12/1
	－
	－

	18
	大
	構築環境の概要検討
	－
	－
	－
	11 （FS）

	19
	中
	ネットワーク構成の検討
	－
	－
	－
	－


	20
	詳細
	ネットワーク構成の詳細検討
	2006/12/4
	2006/12/4
	－
	－

	21
	詳細
	ネットワーク図の作成
	2006/12/5
	2006/12/6
	－
	－

	22
	中
	サーバー構成の検討
	－
	－
	－
	19 （FS）

	23
	詳細
	導入規模の算出
	2006/12/7
	2006/12/7
	－
	－

	24
	詳細
	サーバー構成図の作成
	2006/12/8
	2006/12/11
	－
	－

	25
	大
	構築環境の詳細検討
	－
	－
	－
	18 （FS）

	26
	中
	設定内容の検討
	－
	－
	5日
	

	27
	大
	カスタム設定項目の設計
	－
	－
	
	25 （FS）

	28
	中
	Project Web Access
	－
	－
	5日
	

	29
	中
	Project Professional
	－
	－
	5日
	28 （FS）

	30
	中
	動作確認項目の検討
	－
	－
	5日
	29 （FS）

	31
	大
	社内検証
	
	
	
	27 （FS）

	32
	中
	検証サーバー構築
	－
	－
	5日
	

	33
	中
	検証環境の動作確認
	－
	－
	5日
	32 （FS）


11. 既に登録済みの「大工程」の間に、「中工程」および「詳細工程」タスクを挿入していきます。まず、上のタスク一覧を元に、「タスク名」を入力していきましょう。
「要件定義書の確認」中工程を挿入する場合は、「構築環境の概要検討」大工程を選択し、「Insert」キーを押下して、空白行を挿入します。
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12. 挿入された空白行の [タスク名] フィールドに、「要件定義書の確認」と入力します。
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13. 同様の手順ですべての「中工程」と「詳細工程」を挿入していきます。
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※ 選択反転している行が、追加した 「中工程」 と 「詳細工程」

14. 次に、「Project Server構築 直近2ヶ月以内のタスク一覧」にある「工程種別」と「タスク名」を見ながら、タスクのアウトラインを設定し、WBSを構成していきます。
「要件定義書の確認」中工程のレベル下げをする場合は、「要件定義書の確認」を選択し、[プロジェクト] － [アウトライン] － [レベル下げ] の順にクリックします。
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15. 同様の手順で、追加したすべての「中工程」と「詳細工程」のアウトラインを設定します。
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16. アウトラインの設定が終わったら、タスク間のリンクを設定します。

テンプレートに登録されている「大工程」と「マイルストーン」には、「大工程－大工程」間と「大工程－マイルストーン」間に、あらかじめリンクが設定されています。

ここでは、「タスク一覧」にある「先行タスクID（依存タイプ）」を見ながら、「中工程」間にリンクを設定します。
「物品手配の確認」中工程のリンクを設定する場合は、「物品手配の確認」中工程をダブルクリックして [サマリータスク情報] ダイアログボックスを表示します。
[先行タスク] タブを選択し、[タスク名] プルダウンから「要件定義書の確認」を選択します。
また、この「中工程」の依存タイプは「SS」と記載があります。[依存タイプ] プルダウンから「開始－開始（SS）」を選択し、[OK] をクリックします。
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17. 同様の手順で、すべての「中工程」にリンクを設定します。

その他の「中工程」の依存タイプは、すべて既定の「FS」なので、[依存タイプ] の設定は必要ありません。また、「詳細工程」にはリンクは設定しません
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18. 洗い出した直近2週間以内の「詳細工程」の開始日・終了日を設定します。
「タスク一覧」に従い、「詳細工程」の[開始日] フィールド・[終了日] フィールド に日付を設定します。設定する際は、必ず、開始日・終了日の順に入力していきます。
「詳細工程」の開始日・終了日を設定することで、自動的に「中工程」の  [開始日] フィールド・[終了日] フィールド ・[期間] フィールドには値が設定されます。
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 開始日と終了日の入力について
[開始日] フィールドに日付を設定してから [終了日] フィールドに日付を設定します。[開始日] フィールドの初期値が設定する日付と同じ場合でも、同じ日付で必ず設定します。[終了日] フィールドだけに日付を設定すると、本稿シナリオ通りの計画が作成されません。
19. 「詳細工程」を洗い出していない3週間目以後の「中工程」に期間を設定します。
「タスク一覧」にある「中工程」の [期間] を設定していきます。
テーブルの表示を広げ、[期間] フィールドにそれぞれ必要な期間を入力します。
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20. これで2ヶ月以内に実施するべき「中工程」と「詳細工程」の登録が完了しました。最後に、登録したすべてのタスクを選択し（「Shift」キーもしくは「Ctrl」キーで複数行の選択可）、[プロジェクト] － [タスク情報] の順にクリックします。
[複数のタスク情報] ダイアログボックスの [全般] タブにある [見積もり] チェックボックスを「オフ」にしてOKをクリックします。
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5.1.3. プロジェクトチームを作成しましょう

次に、プロジェクトチームを作成しましょう。
本稿シナリオでは、実際の作業担当者ではなく、作業の「管理責任者」をアサインします。
21. 引き続き、Project Professional 2003 で設定します。
[ツール] － [エンタープライズからチームを作成] をクリックします。 
22. [エンタープライズ リソース] 列でプロジェクトに追加するエンタープライズリソー
ス「進藤 愛子」と「市川 信一郎」を選択し、[追加] をクリックします。
（複数のリソースを選択するには、「Ctrl」キーを押しながら、各リソースをクリックします。）
選択したリソースが [チームリソース] 一覧に登録されたことを確認し、[OK] をクリックします。
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 チームの作成ダイアログボックス
Project Server 2003に登録されているリソース数が数百人規模の環境では、アサインしたいリソースを探し出すのに非常に時間がかかります。このような場合、[チームの作成] ダイアログボックスに実装されている様々なフィルタ機能を活用すると効果的です。主なフィルタ機能を紹介します。

【既存のフィルタ】 を活用する
Project Professional 2003 が既定で用意するフィルタで、リソースの絞り込みをします。リソースに定義した [グループ名] などの値で絞込みができます。
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【ユーザー設定フィルタ】 を活用する
リソースのプロパティ情報でフィルタする機能です。リソースの組織情報を定義するRBSを設定している場合、RBSでフィルタをする方法が一般的です。
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【標準リソースとマルチバリューフィールドを定義し一致ボタンで絞り込む】 を活用する
高度な使用方法ですが、リソースにスキル情報を定義し、同じスキルを持つリソースを絞り込む方法です。
この場合、通常のリソースとは別に、スキルだけを定義した [標準リソース] というダミーリソースを定義します。エンタープライズ プロジェクトテンプレートには、あらかじめ作業の内容に応じた [標準リソース] を割り当てておきます。[チームを作成ダイアログ] で タスクに割り当てられた [標準リソース] を選択し、 [一致] ボタンをクリックします。そうすると、[標準リソース] と同じスキルを持つリソースが絞り込まれます。絞り込まれた一覧から割り当てるリソースを選択し、[置換] ボタンをクリックして実際のリソースに置き換えます。クリック操作だけで適切なリソースを絞り込むことができます。
5.1.4. タスクにリソースを割り当てましょう

次に、洗い出した「詳細工程」へ作業責任者（リソース）を割り当てて、タスクの作業責任者を明確にしましょう。
※「大工程」や「中工程」などのサマリータスクには、リソース割り当ては行いません。
【作業責任者の割り当て一覧】
	工程の種別
	タスク名
	リソース

	大
	要件確認
	

	中
	要件定義書の確認
	

	詳細
	要件の確認
	進藤 愛子

	詳細
	作業内容の整理
	進藤 愛子

	中
	物品手配の確認
	

	詳細
	ハードウェア納品日の確認
	進藤 愛子

	詳細
	ソフトウェア納品日の確認
	進藤 愛子

	大
	構築環境の概要検討
	

	中
	ネットワーク構成の検討
	

	詳細
	ネットワーク構成の詳細検討
	進藤 愛子

	詳細
	ネットワーク図の作成
	進藤 愛子

	中
	サーバー構成の検討
	

	詳細
	導入規模の算出
	進藤 愛子

	詳細
	サーバー構成図の作成
	進藤 愛子


23. 引き続き、Project Professional 2003 で設定します。
「割り当て一覧」を見ながら、作業責任者を「詳細工程」に割り当てていきます。
「要件の確認」詳細工程に作業責任者を割り当てる場合は、「要件の確認」タスクを選択し、[ツール] － [[image: image47.png]


リソース割り当て] をクリックします。
[リソース名] フィールドから「進藤 愛子」を選択し [割り当て] をクリックします。
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24. [リソース割り当て] ダイアログボックスは開いたままで、「割り当て一覧」に従い作業責任者を割り当てていきます。すべての割り当てが完了したら [閉じる] をクリックます。
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5.1.5. 計画を評価しましょう

おおよその計画が見えてきました。それでは、現在の計画が、取引先の要求期限を達成できているかどうかを確認しましょう。

マイルストーンに設定した期限が達成できているかを確認することで、取引先の要求期限を達成できる計画になっているかどうかを確認することができます。

Project Professional 2003 では設定されたタスクの期限が達成できなくなると、[状況説明マーク] にアラートが表示されます。
25. 引き続き、Project Professional 2003 で操作します。
[標準] ツールバーの [[image: image50.png]


]、[[image: image51.png]


]を使用して、[ガント チャート] のスケールを見やすいサイズに変更します。
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[期限] の設定されたマイルストーンを確認すると、「導入完了」の状況説明マークフィールドには期限が達成できないことを表す [[image: image53.png]


] 警告マークが表示されています。
このままの計画では、取引先の要求期限を達成することができません。
計画を見直す必要があります。
5.1.6. 計画を調整しましょう

現在の計画では、取引先の要求期限を達成することができません。計画を見直す必要があります。

さて、どのように計画を見直したらよいでしょうか。主な解決方法は次のいずれかです。

方法1：並行して実施できるタスクを検討し、タスク構成を変更する。
方法2：クリティカルタスクにリソースを追加し、個々のタスク期間を短縮する。

計画全体を見直してみると、「マニュアル作成」工程は少し前倒しして作業することができそうです。現在の計画では「社内検証」工程が完了してから実施するよう計画されていますが、「カスタム設定項目の設計」工程が完了すれば作業着手することができそうです。

今回は「方法1：タスク構成を変更する」で解決できそうです。早速計画を変更して、要求期限が達成できるかどうか、シミュレーションしてみましょう。
26. 引き続き、Project Professional 2003 で操作します。
「マニュアル作成」工程の先行タスクを変更します。「マニュアル作成」工程を選択し、[プロジェクト] － [タスク情報] － [先行タスク] タブの順にクリックします。[タスク名] プルダウンで、現在先行タスクとして設定されている「社内検証」を「カスタム設定項目の設計」に変更し、[OK] をクリックします。
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これで「社内検証」工程と「マニュアル作成」工程は並行して進行するよう計画されました。しかしこのままでは、「社内検証」工程が完了しなくても、計画の最後に予定されている「現地導入」工程が着手されてしまう計画になってしまうため、「現地導入」工程の先行タスクに「社内検証」工程を追加する必要があります。
27. 「現地導入」工程を選択し、[プロジェクト] － [タスク情報] － [先行タスク] タブの順にクリックします。[タスク名] リストボックスの2行目に「社内検証」を選択し、[OK] をクリックします。
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依存関係を編集しタスクの構成を変更することで、計画全体の期間が短縮され、タスクの状況説明フィールドに 期限超過を示す [[image: image57.png]


] 警告マークが表示されなくなりました。
5.1.7. 進捗報告日を登録しましょう

本稿シナリオで紹介する株式会社マイクロシステムズでは、毎週末、作業責任者に進捗状況を報告させています。
最初の進捗報告日をプロジェクト計画の [状況報告日] として登録しましょう。
28. [プロジェクト] － [プロジェクト情報] の順にクリックします。
[状況報告日] に「2006/12/1」を設定し、[OK] をクリックします。
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 状況報告日の登録
本稿で紹介するシナリオでは、[状況報告日] データをもとにプロジェクトステータスを表示するユーザー設定フィールドを使用しています。
プロジェクトが実施フェーズに移行してからも、毎週末、作業責任者から報告される進捗状況データの取り込みが完了したら、[状況報告日] を更新していきます。
5.1.8. 計画を保存・発行しましょう
これで計画は完成しました。当初計画を基準計画として保存しましょう。
29. 引き続き、Project Professional 2003 で操作します。
[ツール] － [進捗管理] － [基準計画の保存] の順にクリックします。
[基準計画の保存] ダイアログ ボックスで、[基準計画として保存] が選択されていることを確認します。
さらに、プル ダウンで「基準計画」が選択されていることを確認したら、[OK] 
をクリックします。
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同様の手順で、[基準計画の保存] ダイアログボックスを表示します。[中間計画として保存] を選択し、[コピー元] に「基準計画」を [コピー先] に「基準計画 10」を設定し、[OK] をクリックします。
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 基準計画の運用
プロジェクト開始前に決定した計画は、必ず基準計画として保存します。基準計画を保存することで、当初計画と現行計画の比較など、様々な分析が可能になります。
また、プロジェクトの状況によっては、進行中に計画を変更することがあります。このような場合は、変更後の計画を基準計画に保存し、最新の計画目標として運用していくことができます。ただし、単純に基準計画を上書きしてしまうと、プロジェクト開始前に決定した当初計画が更新されてしまいます。そこで 「プロジェクト開始前に必ず [基準計画 10] などに当初計画をバックアップし、以後 [基準計画 10] は上書きしない」 というルールで運用することをおすすめします。
次に、計画全体を Project Server 2003 へ発行します。
30. [共同作業] － [発行] － [すべての情報] をクリックします。確認表示画面が表示されるので、[OK] をクリックします。
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Project Server 2003 へ計画を保存発行する事により、Project Web Access からプロジェクト計画を見る事ができるようになります。
タスクを割り当てられた作業責任者は、Project Web Access から自分の作業一覧の確認や進捗実績の入力が出来るようになります。
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 発行メニューについて
Project Professional 2003 の発行メニューを開くと、以下の4つの項目が表示されます。
それぞれ、発行される内容が異なります。通常の運用では [すべての情報] を発行するだけで十分です。
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【すべての情報】
　【新規および変更した割り当て】 と 【プロジェクト計画】 の2つを同時に実行します。
【新規および変更した割り当て】
　リソースに対する新しい割り当て情報と変更した割り当て情報が発行されます。
　Project Web Access の [タスク] 画面に表示される情報に影響があります。
【プロジェクト計画】
　リソースへの割り当て情報以外のプロジェクト情報が発行されます。
　Project Web Access の [プロジェクト] 画面に表示される情報に影響があります。
【割り当ての再発行】
　変更・新規にかかわらず、すべてのリソースに対する割り当て情報が再発行されます。
　主に、次の場合に使用します。
　・Project Web Access の [タスク] 画面で、[非表示] ボタンのクリックにより表示されなく
　　なったタスクを再表示させる場合
　・Project Web Access の [タスク] 画面で入力された実績情報を上書きする場合
　・実績情報の送信先（承認者）を変更する場合
　Project Web Access の [タスク] 画面に表示される情報に影響があります。
5.1.9. ドキュメントライブラリを作成し、成果物の雛形を登録しましょう
Project Server 2003 環境では、プロジェクトごとにポータルサイトが作成されます。このポータルサイトはWindows SharePoint Services により提供されます。標準では、以下の3つの機能が提供されます。

	機能名
	機能概要

	ドキュメント ライブラリ
	ドキュメント共有スペース。
チェックイン・チェックアウトによるアクセス排他制御と、簡易的なバージョン履歴の保存が可能。またプロジェクト計画のタスクにもリンクすることができる。

	懸案事項
	プロジェクト進行中に発生した問題点をチームメンバー間で共有管理するためのディスカッション ボード。
解決者の割り当てや期限を設定できるほか、プロジェクト計画のタスクにもリンクすることができる。

	リスク
	プロジェクトで洗い出したリスクを定義することができる。プロジェクト計画のタスクにもリンクすることができるが、コスト情報などの関連付け機能は実装されていない


株式会社マイクロシステムズの運用では、プロジェクト計画の大工程ごとにドキュメントライブラリを作成し、工程ごとのインプット・アウトプットドキュメントを管理しています。

プロジェクト計画時に、各プロジェクトの管理者がドキュメントライブラリを構成し、「インプットドキュメント」と「アウトプットドキュメント」の雛形を登録しています。

作成するドキュメントライブラリと、保存するドキュメントの構成は以下一覧のとおりです。また、必要に応じてドキュメントをプロジェクト計画のタスクにリンクします。
【ドキュメントライブラリ一覧】

	ドキュメントライブラリ名
	ファイル名
	リンクするタスク

	01要件確認
	要件定義書.doc
	要件の確認

	
	要件確認シート.xls
	作業内容の整理

	
	物品リスト.xls
	物品手配の確認

	02構築環境の概要検討
	ネットワーク構成図.doc
	ネットワーク構成の検討

	
	サーバー構成図.doc
	サーバー構成の検討

	03構築環境の詳細検討
	インストール パラメータシート.xls
	設定内容の検討

	04カスタム設定項目の設計
	Project Web Access 設定シート.xls
	Project Web Access

	
	Project Professional 設定シート.xls
	Project Professional

	
	動作確認項目書.doc
	動作確認項目の検討

	05社内検証
	
	

	06マニュアル作成
	管理者マニュアル雛形.doc
	マニュアル作成

	
	ユーザーマニュアル雛形.doc
	マニュアル作成

	07現地導入
	
	

	08トレーニング
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 成果物の雛形について
ソースファイルや実行ファイルなど、ドキュメント形式でない成果物がアウトプットの場合は、その工程での成果物リストと格納先を明記したドキュメントをドキュメントライブラリに保存することで、複数の場所に成果物が散在している場合でも管理がしやすくなります。
31. 引き続き、Project Professional 2003 で設定します。
最初に、大工程ごとのドキュメントライブラリを作成します。[共同作業] メニューの [ドキュメント] をクリックします。[ドキュメントの表示とアップロード] が表示されるので、[ドキュメントライブラリの作成] をクリックします。
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32. [新しいドキュメントライブラリ] 画面が表示されます。
「ドキュメントライブラリ一覧」に従いドキュメントライブラリを作成します。
「要件確認」ドキュメントライブラリを作成する場合、[名前] に、「01要件確認」と入力し、[作成] をクリックします。
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33. 作成されたドキュメントライブラリが表示されます。
[すべてのドキュメントライブラリ] をクリックして、ドキュメントライブラリ一覧にもどります。
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34. ドキュメントライブラリ一覧に作成した「01要件確認」ドキュメントライブラリが追加されていることを確認します。
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35. 同様の手順で、すべてのドキュメントライブラリを作成します。
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すべてのドキュメントライブラリを作成したら、続いて各ドキュメントライブラリに関連ドキュメントをアップロードしていきます。

36. 作成した [01要件確認] ドキュメントライブラリに「要件定義書.doc」をアップロードし、「要件の確認」工程にリンクします。
[ドキュメントの表示とアップロード] 画面で [01要件確認] をクリックします。
メニューバーの [ドキュメントのアップロード] をクリックします。
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37. [参照] ボタンをクリックします。
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38. 「deliverable.exeを展開したフォルダの要件定義書.doc」を選択し、[開く] をクリックします。
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39. タスクへリンクを設定します。
[このドキュメントに関連するプロジェクト タスクを選択] をクリックします。
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40. [フィルタ] のプル ダウンで、「すべてのタスク」を選択し、「要件の確認」のリンクにチェックを入れ [OK] をクリックします。
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※Project Professional 2003 でタスクを入力した順番により、画面に表示される [ID] は異なります
41. [保存して閉じる] をクリックします。
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42. 同様の手順ですべてのドキュメントをアップロードしていきます。
プロジェクト計画段階に、インプット情報や成果物の雛形を登録することで、タスクや納品物件のみでなく、中間成果物の洗い出しに漏れが無いかを、再度確認することができます。計画の精度を更に上げることができますね。
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 Windows SharePoint Services ドキュメントライブラリついて
Project Server 2003 既定の設定では、プロジェクトを保存すると、Windows SharePoint Services のポータルサイトが自動的に作成されます。Windows SharePoint Services のポータルサイトにより管理されるドキュメントライブラリを使用する際のポイントを解説します。

Windows SharePoint Services が提供するドキュメントライブラリを活用することで、成果物等のドキュメントの共有が可能になります。
ドキュメントライブラリでは、簡易的なバージョン管理やドキュメントの検索、チェックイン・チェックアウトを使用したアクセス排他制御が可能です。
なお、ドキュメントライブラリで「ドキュメントを新規作成」する場合は、Microsoft Office 2003が必要になります。Microsoft Office 2003が導入されていない環境で使用する場合は、「ドキュメントのアップロード」機能を使用して運用します。
5.1.10. リスクを登録しましょう
Windows SharePoint Services が提供する「リスク」機能を使用して、プロジェクトで洗い出したリスク情報を登録しましょう。
下記リスク情報をもとに、[リスク] を登録します。

【リスク入力事項】
	項目
	入力値

	タイトル
	現地導入機器との構成の違い

	所有者
	田中 太郎

	確率
	50%

	影響度
	3

	コスト
	－

	説明
	・現地でのRAID環境下におけるハード構成が、現在の社内の機器では対応できない。

バックアップを行う際、どのような運用を推奨し提案すべきか、前もって社内検証時に目処をつけておきたい。

・可能ならば、同様の構成の検証環境を社内にも構築しておきたい。

	影響を受けるタスク
	社内検証


※ 一覧にない項目は、入力しません

43. 引き続きProject Professional 2003 で設定します。
[共同作業] メニューの [リスク] をクリックします。ツールバーから [新しいリスク] をクリックします。
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44. 「リスク入力事項」を参照し、各項目にデータを設定します。
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45. [影響を受けるタスク] を設定する項目は、画面を下の方へスクロールし、[このリスクに影響を受けるプロジェクト タスクを選択] のリンクをクリックします。
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46. [フィルタ] のプル ダウンで、「すべてのタスク」を選択し、「社内検証」のリンクにチェックを入れ [OK] をクリックします。
[image: image82.png]A ProjectServer 5 — Web £~3 51705

rY

B N E IS o ——— |
HEHRE) ROTA— I [TRTOT—IF -] REREW

FERAR O

RO
FELTILER
EA
=z
RIS

&
B
o
B
B
B
B
B

3

o | #svmie





47. すべてのデータを設定したら、[保存して閉じる] をクリックします。
48. Project Professional 2003 を終了します。
（保存を促すメッセージが表示される場合は、「はい」をクリックして閉じます。）
[image: image83.png]POINT



 リスク機能について
Project Server 2003 とWindows SharePoint Services の連携で提供されるリスク機能には、リスクが実際に発生した際のコストや影響範囲など様々な情報を登録することができ、Project Server 2003が管理するタスク情報に関連付けることができます。この関連付けとは、別個に管理される情報を紐付けるものであり、コストなどの詳細な情報を関連付け、統合的に管理するものではありません。
リスクはリスク情報として個別に管理し、別途必要に応じて、関連付けたProject Server 2003 のタスクにコスト情報などを追加登録するなどの運用をしていきます。
5.1.11. 同様の手順で他のサブプロジェクトを作成しましょう

	ログインユーザー
	PSERVERTEST\kobayashi

	名前
	小林さん

	役割
	PL


作成するサブプロジェクトが他にもある場合は、本稿「5.1.1.～5.1.10」までと同様の手順でスケジュールを作成します。
本稿シナリオで作成するもうひとつのサブプロジェクト「レポート機能開発」は、「Project Server構築」の後工程となる為、着手は4ヶ月ほど先となりそうです。
「レポート機能開発」プロジェクトの当初計画として、大工程のスケジュールだけを登録しておき、タスクへのリソース割り当ても行いません。
「レポート機能開発」サブプロジェクトを作成しましょう。「設定編」で作成されているテンプレートを使って、プロジェクト計画を作成します。
49. PLの小林さんでPCにログインし、Project Professional 2003 を起動します。
50. 次のエンタープライズ テンプレートを使用します。

「開発用テンプレート」

51. プロジェクトの [開始日] を「2007/4/2」に設定します。

52. 名前をつけて保存します。

プロジェクト名：「レポート機能開発」
[プロジェクト名称] の値：「PMシステム構築」

53. [ビュー] バーから [計画作成] を選択します。

54. チームメンバーをアサインしプロジェクトチームを作成します。
作業責任者： ｢斉木あかね｣ 
55. 次にマイルストーンの [期限] を設定します。
	タスクID
	マイルストーン名
	期限

	3
	詳細設計完了
	2007/05/17

	7
	現地導入完了
	2007/07/12


56. [状況報告日] を「2007/4/6」に設定します。

57. [基準計画] と [基準計画10] を保存し、プロジェクト計画を発行したら、Project Professional 2003 を終了します。（保存メッセージが表示された場合、「はい」をクリックして閉じます。）

これで、全てのサブプロジェクトが完成しました。それぞれの計画はProject Server 2003 に保存・発行され、プロジェクトに関係するPMやPL、PMOは、Project Web Access のプロジェクト一覧画面で、計画を閲覧することができるようになります。また、作業を割り当てられた作業責任者は、Project Web Access の自分のタスク一覧から、割り当てられた作業の一覧が見えるようになります。
5.2. マスタープロジェクトを作成しましょう

前章までの作業で、サブプロジェクトの準備が整いました。
ここからは、「Project Server構築」「レポート機能開発」を統合管理する「PMシステム構築」（マスタープロジェクト）を作成していきましょう。
本稿で紹介する株式会社マイクロシステムズでは、次のような運用方法でマスタープロジェクト－サブプロジェクトを管理しています。

	マスタープロジェクト 運用ルール

	マスタープロジェクトはPMが管理する

	マスタープロジェクトは Project Web Access には表示せず、Project Professional 2003 で管理・閲覧する

	マスタープロジェクトには、実際のタスクは登録せず、サブプロジェクトの開始日・終了日とリンクしたマイルストーンだけを設定する

	チームメンバーとしてサブプロジェクトのPLをアサインし、PLがサブプロジェクトの成果物や懸案事項を必要に応じて登録する

	Project Web Access では、[プロジェクト名称] フィールドでグループ化したビューを使用し、マスタープロジェクトのデータに該当する [グループサマリー行] でプロジェクト計画全体のサマリー情報を監視する。


5.2.1. プロジェクト テンプレートを使用して計画を作成しましょう
	ログインユーザー
	PSERVERTEST\tani

	名前
	谷さん

	役割
	PM


「PMシステム構築」（マスタープロジェクト）の作成は、「マイクロシステムズ標準テンプレート」を使用します。
このテンプレートはサマリータスクのみの空のテンプレートですので、大工程やマイルストーンは定義されていません。
58. PMの谷さんでPCにログインし、Project Professional 2003 を起動します。
[ファイル] － [新規作成] の順にクリックします。
[プロジェクトガイド] の [このコンピュータ上のテンプレート] をクリックします。

59. [エンタープライズテンプレート] 一覧から、「マイクロシステムズ標準テンプレート」を選択して [OK] をクリックします。
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60. [プロジェクト] － [プロジェクト情報] の順にクリックし、プロジェクトの [開始日] を「2006/11/27」に設定し、[OK] をクリックします。
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61. [ファイル] － [名前をつけて保存] の順にクリックし、[ファイル名] に「PMシステム構築」と入力し、[ユーザー設定のフィールド名] の [プロジェクト名称（エンタープライズ プロジェクト テキスト 1] の [値] に「PMシステム構築」と入力して、 [保存] をクリックします。
なお、マスタープロジェクトは保存のみとし、発行はしません。
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5.2.2. サブプロジェクトとマイルストーンを登録しましょう

マスタープロジェクトには実際の作業タスクは登録しません。マイルストーンとサブプロジェクトのみを設定し、プロジェクト全体の進捗を統合的に管理する目的で作成します。

マスタープロジェクトにマイルストーンを3つ設定します。
【PMシステム構築 マイルストーン一覧】
	タスクID
	マイルストーン名
	期限

	1
	構築作業完了
	2007/03/15

	2
	レポート機能開発着手
	2007/04/02

	3
	レポート機能開発完了
	2007/07/11


62. 引き続きProject Professional 2003 で、マスタープロジェクトを設定します。
[ビュー] バーから [計画作成] を選択します。
63. 次に、マイルストーンを登録しましょう。
マイルストーン一覧にあるマイルストーンを入力します。
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64. 入力したすべてのマイルストーンの [期間] を「0日」に設定し、マイルストーンとして定義します。
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65. マイルストーン一覧を参照し、すべてのマイルストーンに [期限] を設定します。
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66. 次に、2つのサブプロジェクト「Project Server構築」「レポート機能開発」をマスタープロジェクトへ統合します。
まず、プロジェクトを挿入する行を選択します。
[image: image90.png]Microsoft Project — PMY 25 1k FEiii%

4] 700 REEQ FrW HAD BRO YLD JOIDNE HREEEQ koW AN
N EHBISQ TR S8 = =R Wzl 2R
Pe 9 4 =t ETE- | MSPIVW =9 =B z U |[E|E =] INTOR_ - v
° 5% 53] w7e 2001 A

&[E[BARK

g EIPMY2F LREFETE | 06/11/27 () 06/11/27 (A) * 2

U WEIEERT 06/11/27 (B 06/11/27 (B * 27

g Lt~ MERBIFRAE T 06/11/27 (B 06/11/27 (B * 1727

g Lt~ MERRRREE T 06/11/27 (RY 08/11/27 (RY * 1727

——1




67. [挿入] － [プロジェクト] の順にクリックします。
[ファイルの場所] ボックスの一覧から、「ProjectServer構築」を選択し、[挿入] をクリックします。
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68. 挿入したサブプロジェクトの下の行を選択し、同様の手順で「レポート機能開発」も挿入します。
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2つのサブプロジェクトの統合が完了したら、次にマスタープロジェクトに登録したマイルストーンとサブプロジェクトのプロジェクトサマリーに各々、以下のようにリンクを設定します。
【マイルストーンのリンク先と依存タイプ】
	タスクID
	マイルストーン名
	リンク先
	依存タイプ

	1
	構築作業完了
	ProjectServer構築.発行済
	FS型

	2
	レポート機能開発着手
	レポート機能開発．発行済
	SS型

	3
	レポート機能開発完了
	レポート機能開発.発行済
	FS型


69. マイルストーン「構築作業完了」をダブルクリックし、[タスク情報] から[先行タスク] タブを開きます。
[タスク名] のプル ダウンから、サブプロジェクトサマリーの「ProjectServer構築.発行済」を選択し、[依存タイプ] を「終了－開始（FS）」に設定し、[OK] をクリックします。
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70. 同様に、マイルストーン「レポート機能開発着手」とマイルストーン「レポート機能開発完了」も「マイルストーンのリンク先と依存タイプ」 一覧を参考に設定していきます。
（「レポート機能開発着手」は、SS型に設定する点に注意しましょう）
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 マスタープロジェクト－サブプロジェクトでのリンクについて
Project Professional 2003では、複数のプロジェクトをマスタープロジェクトに統合することで、異なるプロジェクトのタスク間にリンクを設定することができます（外部タスク）。
外部タスクを設定することで、プロジェクトを跨いで相互に関連する工程をシミュレーションすることができますが、サブプロジェクトを管理する管理者にとっては、他のプロジェクトの進捗度合いにより自分のプロジェクトが自動的に更新されてしまうため、運用しづらくなるケースがあります。
このような場合は、サブプロジェクト間のタスク同士に直接リンクを設定するのではなく、マスタープロジェクトを介して擬似的なリンクを設定し、管理する方法もあります。

本稿のシナリオで紹介しているプロジェクトの場合、先行するプロジェクトが完了したら、次フェーズとして後続のプロジェクトが始まります。
マスタープロジェクトには 「先行するプロジェクトの終了日にFS型でリンクしたマイルストーン」 と 「後続するプロジェクトの開始日にSS型でリンクしたマイルストーン」 を定義します。このマイルストーンの位置関係を、プロジェクト全体を管理するPMが監視をして、相互の進行に影響がないかを管理します。
71. 次に、各サブプロジェクトのPLをマスタープロジェクトのチームメンバーとして登録します。
[ツール] － [エンタープライズからチームを作成] の順にクリックします。
[エンタープライズ リソース] 列で各プロジェクトのPL「田中 太郎」と「小林 一」を選択し、[追加] をクリックした後。[OK] をクリックします。
[image: image97.png]PMY 251 5 FEi 3% OF —h fesh
IUR=FH X YI-RD70R
BR300 [ESCI E|
| 2-H-BETOR GIVENE
I iegeTaasRAG):  [09E < BsBQ: 0641727 B - #TBE@ [00006 @ - | 2BOmme)

I~ RITISS SUFATOEN HTIERBOREENCRFATESHB0
F-LOTE

FOMIEUETYB=F54 2 UY=2 14 #EOMFUDE: F0YID F-h U-AE:
L I |

) IUB-I5{ X Y- AT &

Bri 20 e

Lk BT TR
208
20837

1E 12083
o BT owoeRl ————
FA BN Tzverarg v 277@- |

AT





5.2.3. 計画を保存しましょう

これで、「PMシステム構築」（マスタープロジェクト）の作成は完了しました。最初の計画を「基準計画」として保存しておきます。
72. [ツール] － [進捗管理] － [基準計画の保存] の順にクリックします。[基準計画の保存] ダイアログボックスで [OK] をクリックし、基準計画を保存します。
73. [ツール] － [進捗管理] － [基準計画の保存] の順にクリックします。[基準計画の保存] ダイアログボックスで [中間計画として保存] を選択後、[コピー元] に「基準計画」を [コピー先] に「基準計画10」を選択します。 [OK] をクリックし、当初計画をバックアップします。

74. [ファイル] － [上書き保存] をクリックします。
サブプロジェクトにも変更が加えられた（リンク設定）ため、サブプロジェクトに対する保存確認のメッセージが表示されます。「すべてはい」をクリックします。
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75. Project Professional 2003 を終了します。

[image: image99.png]POINT



 マスタープロジェクトの保存と発行について
既定の設定では、マスタープロジェクトをProject Server 2003に保存・発行することはできません。マスタープロジェクトを保存・発行する際の注意事項については、本稿 「3.2.2.計画段階－マスタープロジェクトを作成し全体スケジュールを管理する」 を参照してください。
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 マスタープロジェクトの保存
マスタープロジェクトに挿入されたサブプロジェクトの情報は、実際のサブプロジェクトファイルにリンクしています。本稿のシナリオでは、サブプロジェクトを編集モードで挿入しているため、マスタープロジェクトでサブプロジェクト情報を編集し保存すれば、サブプロジェクトにもその編集内容が反映されます。
5.2.4. インプット情報に漏れがないか確認しましょう

次に、マスタープロジェクトに挿入したサブプロジェクトごとに、プロジェクトの進行に必要なインプット情報と成果物の雛形が、漏れなく登録されているかを確認しましょう。
76. PMの谷さんでPCにログインした状態で、Internet Explorer を起動し、アドレスバーに「http://PServerTest/ProjectServer」と入力し、Project Web Access へログインします。
Project Web Access メニューの [ドキュメント] をクリックし、一覧に表示されたサブプロジェクト 「ProjectServer構築」をクリックします。
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77. ドキュメントライブラリに成果物の雛形が登録されて、作業を開始する準備ができている事を確認します。
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プロジェクトの進行に必要なインプット情報や、成果物の作成に必要な雛形が登録されていない場合は、サブプロジェクトの管理者であるPLに通知し、WBSの洗い出しも含め、プロジェクト計画の見直しを指示します。

5.2.5. ポータルサイトにアクセス権限を追加しましょう
作成されたマスタープロジェクトはPMの谷さんだけでなく、PLの田中さんや小林さんも使用します。PLがマスタープロジェクトを使用する目的は、サブプロジェクトで発生した「解決できない懸案事項」や「完成した成果物」を、PMや他のPLと共有するためです。
これらの情報は、Windows SharePoint Services が提供するマスタープロジェクトのポータルサイト内で管理します。この際、Windows SharePoint Services が提供するサイトへの適切なアクセス権限がないと利用することができません。2人のPLがマスタープロジェクトのポータルサイトを使用できるように、アクセス権限を設定します。
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 Windows SharePoint Services ポータルサイトのアクセス権限
Windows SharePoint Services が提供するポータルサイトのアクセス権限は、Windows 認証を基本とし、Project Server 2003 とは別のスキーマで管理されます。ポータルサイトにアクセスするためには、適正なWindowsアカウントが必要になります。
通常、プロジェクト計画の保存・発行時に、プロジェクトの管理者およびアサインされているメンバーには、ポータルサイトに対するアクセス権限が自動的に設定されます。
（この際、Windows認証のユーザーを持たないProject Server認証のユーザーにはアクセス権限が設定されません）
なお、プロジェクト計画を発行しない場合は、アサインされているメンバーにはアクセス権限が設定されません。
自動的にアクセス権限が設定されないユーザーに対しては、ポータルサイトの管理画面から手動で追加設定する必要があります。
78. PMの谷さんで Project Web Access へログインした状態で、Project Web Accessメニュー [管理] － [Windows SharePoint Servicesの管理] の順にクリックします。
画面左の[オプション] セクションで [サイトの管理] をクリックします。
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79. プロジェクト名 「PMシステム構築」を選択し、 [[サイトの管理] に移動] をクリックします。
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80. [ユーザーの管理] をクリックします。
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81. [ユーザーの追加] をクリックします。
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82. [ユーザー] に「tanaka」と入力し、[サイトグループ] 一覧で [チームメンバー] チェックボックスを「オン」にして、[次へ] をクリックします。
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83. [表示名] に「田中 太郎」と入力されている事を確認して、[完了] をクリックします。
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84. 同様の手順で、PL小林さん（kobayashi）にもアクセス権限を設定します。
85. PLへのアクセス権限の設定がすべて終わったら、Windows SharePoint Services の [ユーザーの管理] 画面を終了します。
これで計画の作成は完了し、プロジェクトを開始する準備が整いました。
次の章では、プロジェクト計画の参照方法や実績の報告方法など、実施段階に移行したプロジェクトの管理方法を解説します。
6. 実績を入力しプロジェクトの分析をしましょう

本章では、Project Server 2003 に保存された計画を、Project Web Accessから参照し、実績情報を入力する方法を解説します。
プロジェクトの実績報告は、単純に「○○％完了しました」や「○○の作業が完了しました」、あるいは「○○の作業が2日遅れです」ということだけでは十分ではありません。

もちろん「何がどこまで終わっているのか」という進捗状況について、数値的な報告をすることは必要ですが、それらの数値を裏付ける「成果物」や「具体的な状況報告」があれば、報告内容が正しいものであるかを判断するための材料となります。

Project Server 2003 では、Project Web Access で数値的なデータを進捗状況として報告し、あわせてプロジェクトごとに作成される Windows SharePoint Servicesのドキュメントライブラリや懸案事項を利用して、具体的な成果物や遅延理由を報告・確認することができます。
【本章 見出しマップ】
	Project Web Accessで計画を確認しましょう

	6.1.1 
	計画を確認しましょう

	
	
	Project Web Access のビューを使用して、計画を確認します。（PM）

	6.1.2 
	割り当て情報を確認しましょう

	
	
	Project Web Access から割り当てを確認します。（作業責任者）

	6.1.3 
	見込み計画の承認をしましょう

	
	
	提出済みの見込み計画を、Project Web Access から承認します。（PL）

	実績を入力しましょう

	6.2.1
	作業実績を入力しましょう

	
	
	プロジェクトに合わせて、今週の作業実績を入力します。

	6.2.2
	成果物を登録しましょう

	
	
	プロジェクトごとのドキュメントライブラリに成果物（ドキュメント等）を登録し共有します。

	6.2.3
	懸案事項を登録しましょう

	
	
	作業予定を超過しそうなタスク発生。プロジェクトリーダーへ懸案事項として報告します。

	成果物を評価し実績を承認しましょう

	6.3.1
	成果物を評価しましょう

	
	
	実績情報・ドキュメント・懸案事項をチェックします。

	6.3.2
	実績を承認しましょう

	
	
	実績を承認し、タスクの予定変更をPMへ報告します。

	6.3.3
	マスタープロジェクトの懸案事項を登録しましょう

	
	
	懸案事項をマスタープロジェクトからPMへ報告します。

	マスタープロジェクトで計画全体を評価しましょう

	6.4.1
	Project Web Access で計画を評価しましょう

	
	
	グループ化されたプロジェクトセンタビューを使用し、プロジェクトの遅延を確認します。

	6.4.2
	Project Professional でリカバリ計画をシミュレーションしましょう

	
	
	プロジェクト計画全体に与える影響がある場合、解決策を懸案事項に入力します。

	6.4.3
	リカバリ計画を作成し、保存しましょう

	
	
	PMからの返信内容をもとに、修正された計画を保存・発行します。

	6.4.4
	修正後の割り当て情報を確認しよう

	
	
	Project Web Access から修正された懸案事項の返信や割り当てをチェックします。


6.1. Project Web Accessで計画を確認しましょう

実施段階に移行したプロジェクトについて、PM（谷 明）・作業責任者（進藤 愛子）・PL（田中 太郎）の3人が持つ役割ごとに、Project Web Access から実際の計画を確認していきましょう。
Project Web Accessには主に2種類のプロジェクト確認・分析用のビューがあります。

ひとつはPMやPMOが使用する「プロジェクトセンタ」です。プロジェクトセンタでは、アクセス権限のあるすべてのプロジェクトのサマリー情報が一覧表示され、「数値」や「マーク」、「ガントチャート」で、自分に関係するすべてのプロジェクトの状況を確認することができます。
もうひとつは、PMやPLが使用する「プロジェクトビュー」です。プロジェクトビューでは、プロジェクトセンタで選択したプロジェクトのタスク情報が一覧表示され、「数値」や「マーク」、「ガントチャート」でプロジェクト単体の状況を確認することができます。
この2つの視点を組み合わせ、プロジェクト計画を監視します。例えば、PMは通常プロジェクトセンタを使用しプロジェクトのサマリー情報を監視し、問題が発生しているプロジェクトについては、プロジェクトビューでドリルダウンしながら問題点の原因を見つけ出す、というような運用が可能になります。
6.1.1. 計画を確認しましょう

	ログインユーザー
	PSERVERTEST\tani

	名前
	谷さん

	役割
	PM


PMの谷さんの視点から、プロジェクト計画を確認します。
まずはプロジェクトセンタにアクセスし、プロジェクトのサマリー情報を確認します。

86. PMの谷さんでPCにログインし、Internet Explorer を起動します。

アドレスバーに「http://PServerTest/ProjectServer」と入力し、Project Web Access へログインします。Project Web Accessメニュー [プロジェクト] をクリックします。全体が見づらい場合は、ツールバーの [[image: image110.png]


] でタイムスケールを縮小し、四半期に調整します。ガントチャートには、計画全体のスケジュールが表示されています。
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87. [ビューの選択] で「プロジェクトサマリ基準計画差異」を選択します。
このビューでは、基準計画と現在の計画に差異がないかを確認することができます。プロジェクト実施前なので、当然計画にずれはなく、「正常」であることを示す緑のマークが並んでいます。

また、マスタープロジェクトごとにグループ化をしているので、「グレーで表示されるグループサマリー行」を確認することで、マスタープロジェクト全体の日付情報などを確認することができます。
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【プロジェクトサマリ基準計画差異 ビュー マークの説明】

	フィールド名
	監視のポイント
	マークの定義

	計画終了日差異（サマリー）
	基準計画の終了日と現行計画の終了日の差異を監視

サマリータスクには、すべてのサブタスクのうち、最も終了日差異が大きい日数を表示
	10日以上
	[image: image113.png]




	
	
	5日以上
	[image: image114.png]




	
	
	0日より大きい
	[image: image115.png]




	
	
	0日以下
	[image: image116.png]




	計画期間差異（サマリー）
	基準計画の期間と現行計画の期間の差異を監視

サマリータスクには、すべてのサブタスクのうち、最も期間差異が大きい日数を表示
	10日以上
	[image: image117.png]




	
	
	5日以上
	[image: image118.png]




	
	
	0日より大きい
	[image: image119.png]




	
	
	0日以下
	[image: image120.png]





88. [ビューの選択] から「プロジェクトサマリ計画分析」を選択します。
このビューでは作業の着手状況を監視することができます。次回の進捗報告日（毎週金曜日）を起点に、作業を開始しなければならない時期をマークで表示します。また、作業責任者が報告する「見込み作業開始日」や「見込み作業終了日」と現行計画の作業開始、完了日を比較し、予定通りかどうかを確認することができます。

ビューを見る限り、既に「Project Server構築」サブプロジェクトに [[image: image121.png]


] や [[image: image122.png]


] が表示されています。どうやら、すぐに開始しなければならないタスクがあるようです。
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【プロジェクトサマリ計画分析 ビュー マークの説明】

	フィールド名
	監視のポイント
	マークの定義

	開始日アラート（サマリー）
	状況報告日と開始日を比較し、タスク開始日までの猶予日数をマーク表示

負の値であれば開始日まで余裕があり、正の値であれば開始日を超過している

着手したタスクについては、監視対象外として青フラグを表示
サマリータスクには、すべてのサブタスクのうち、最も大きい日数を表示
	5日以上
	[image: image124.png]




	
	
	0日以上
	[image: image125.png]




	
	
	－5日以上
	[image: image126.png]




	
	
	－5日より小さい
	[image: image127.png]




	
	
	着手したタスク
	[image: image128.png]




	終了日アラート（サマリー）
	状況報告日と終了日を比較し、タスク終了日までの猶予日数をマーク表示
負の値であれば終了日まで余裕があり、正の値であれば終了日を超過している
完了したタスクについては、監視対象外として青フラグを表示
サマリータスクには、すべてのサブタスクのうち、最も大きい日数を表示
	5日以上
	[image: image129.png]




	
	
	0日以上
	[image: image130.png]




	
	
	－5日以上
	[image: image131.png]




	
	
	－5日より小さい
	[image: image132.png]




	
	
	着手したタスク
	[image: image133.png]




	見込み開始日差異（サマリー）
	作業責任者から報告された見込み開始日と現行計画の開始日を比較し差異日数をフラグ表示

サマリータスクには、すべてのサブタスクのうち、最も大きい日数を表示

見込み開始日が報告されていないタスクについては対象外
	0日より大きい
	[image: image134.png]




	
	
	0日と等しい
	マークなし

	
	
	0日より小さい
	[image: image135.png]




	
	
	見込み開始日未入力
	[image: image136.png]




	見込み終了日差異（サマリー）
	作業責任者から報告された見込み終了日と現行計画の終了日を比較し差異日数をフラグ表示

サマリータスクには、すべてのサブタスクのうち、最も大きい日数を表示

見込み終了日が報告されていないタスクについては対象外
	0日より大きい
	[image: image137.png]




	
	
	0日と等しい
	マークなし

	
	
	0日より小さい
	[image: image138.png]




	
	
	見込み終了日未入力
	[image: image139.png]





早速プロジェクトビューでプロジェクトの詳細を確認してみましょう。プロジェクト一覧に表示される「ProjectServer構築」をクリックします。

89. プロジェクトビューが表示されます。[ビュー] から「プロジェクト詳細 計画分析」を選択します。

タスクを見ていくと、「複数のタスクが最初の進捗報告日までに着手していなければならない」ということがわかりました。
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プロジェクトの進行している間、PMの谷さんは、Project Web Access のこの画面を使用して、プロジェクトの状況を確認していきます。

※ プロジェクトビューに表示されるマークの表示基準は、プロジェクトセンタビューと同じ設定です。

[image: image141.png]POINT



 Project Web Accessビューについて
Project Web Access で使用するビューはカスタマイズすることができます。組織におけるマネジメントに必要な情報を定義し、問題点をひと目で判断できるようなビューを設定することで、効率的な運用が可能になります。
また、ビューにはアクセス権限を設定する事ができるので、例えば 「PMだけが使用できるコスト関連情報を表示するビュー」 や 「PMとPMOが使用できる工数の使用状況とスケジュールの進捗度合いを表示するビュー」 など、権限によって使えるビューを変更する事ができるようになります。

6.1.2. 割り当て情報を確認しましょう

	ログインユーザー
	PSERVERTEST\shindo

	名前
	進藤さん

	役割
	作業責任者


次に、作業責任者の進藤さん（PSERVERTEST\shindo）でPCにログインし、タスクが割り当てられている事を確認します。
また、割り当てられているタスクについて、現時点で進藤さん自身がそのタスクを開始できる「見込み開始日」と、終了できる「見込み終了日」を入力し、PLの田中さんに通知します。
90. 作業責任者の進藤さんでPCにログインし、Project Web Access にアクセスします。

ホーム画面の [タスク] セクションに、「8 件の新しいタスクが、ユーザーに割り当てられています。」というメッセージが表示されています。これは、新しい作業割り当てが発生した場合に、一度だけ表示されるメッセージです。

このメッセージリンクをクリックしてタスク画面を表示します。
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 新しいタスク割り当てを確認する方法
作業を割り当てられた担当者は、常にProject Web Access を確認しているとは限りません。Project Server 2003 ではメールサーバーを設定することで、新しい割り当てが発生した際に、作業担当者に対して自動で電子メールによる通知を行う機能があります。
この通知機能を活用することで、作業担当者は Project Web Access を確認するまでもなく、新しい作業割り当て情報を知ることができます。

また、Outlook 2000 以降のバージョンを使用しているユーザーであれば、Outlookの予定表に最新の割り当て作業情報をインポートすることができます。

91. タスク画面が表示されます。このタスク画面には、ログインしているユーザーに割り当てられているタスクの一覧が表示されます。

株式会社マイクロシステムズでは、新しい作業割り当てが発生した際に、作業責任者がタスクごとの「見込み開始日」と「見込み終了日」を報告する運用をしています。

タスク情報を確認後、テーブル（画面左側）のスクロールバーを右へ移動し、「見込み開始日」と「見込み終了日」を下記一覧の通りに入力していきます。

【進藤さんの今週作業分の見込み開始（終了）日一覧】

	タスク名
	作業担当者
	見込み開始日
	見込み終了日

	要件の確認
	進藤 愛子
	2006/11/27
	2006/11/29

	作業内容の整理
	進藤 愛子
	2006/11/30
	2006/12/1

	ハードウェア納品日の確認
	進藤 愛子
	2006/11/27
	2006/12/1

	ソフトウェア納品日の確認
	進藤 愛子
	2006/11/27
	2006/12/1
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92. [すべて更新] をクリックし、送信します。
送信されたことを通知するメッセージが表示されますので、[OK] をクリックします。
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93. Project Web Access を終了します。

[image: image146.png]POINT



 進捗報告について
Project Server 2003 の既定では、以下3種類の進捗報告方法が提供されています。
・ 達成率 :作業時間の達成率 （0 ～ 100%） と残存作業時間で報告させる方法
・ 実績作業時間と残存作業時間 :実績作業時間と残存作業時間で報告させる方法
・ 1 日または週ごとの実績作業時間と、残存作業時間を報告させる方法

既定で用意された項目以外で進捗状況を報告させたい場合は、Project Professional 2003から設定する [フィールドの発行] 機能を使用します。

本稿シナリオで紹介する株式会社マイクロシステムズでは、スケジュール管理を目的としているため、「実績開始日」 ・ 「実績終了日」 ・ ユーザー設定フィールドで定義した「見込み開始日」 ・ 「見込み終了日」 という４つの項目を、進捗情報として報告させています。
6.1.3. 見込み計画の承認をしましょう

	ログインユーザー
	PSERVERTEST\tanaka

	名前
	田中さん

	役割
	PL


進藤さんが入力した「見込み開始日」と「見込み終了日」は、PL田中さんが承認することで、初めてプロジェクト計画に反映されます。
承認作業の手順は次の通りとなります。
94. PLの田中さん（PSERVERTEST\tanaka）でPCにログインし、Project Web Access にアクセスします。

ホーム画面の [更新] セクションに、「リソースによって変更されたタスク 4 件が、ユーザーの承認待ちになっています。」というメッセージが表示されています。
これは、リソースが新しい進捗報告を送信した際に、一度だけ表示されるメッセージです。このメッセージリンクをクリックして更新画面を表示します。
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95. 進藤さんから提出された [見込み開始日] と [見込み終了日] を確認します。
変更されている項目の値は、最右列に赤字で表示されています。
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96. 報告内容を承認する場合は、[すべて承諾] をクリックしたのち、[更新]をクリックします。
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97. 自動的に、Project Professional 2003 が起動し、更新対象のプロジェクトが表示されます。「指定したプロジェクトでの更新を完了しました。プロジェクトに変更内容を反映するために、プロジェクトを保存する必要があります。プロジェクトを保存しますか？」 というダイアログボックスが表示されますので、[OK] をクリックします。
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98. 保存が完了したら Project Professional 2003 でビューバーから [計画分析] ビューをクリックします。

報告された値で [見込み開始日] と [見込み終了日] フィールドが更新されていることがわかります。

次に報告された見込み日付で現行計画を更新します。 [見込み開始日] の値で [開始日] を、[見込み終了日] の値で [終了日] を更新します。
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99. プロジェクト計画を上書き保存して、Project Professional 2003 を終了します。

100. Project Web Access に戻ると、「すべての承認済みタスクの変更は、Projectに正常に更新されました。～」というダイアログボックスが表示されていますので、[OK] をクリックします。
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101. これで、作業責任者の進藤さんが提出した [見込み開始日] と [見込み終了日] が、PLの田中さんによって承認されました。

プロジェクトの実施段階では、報告された [見込み開始日] と現行計画の [開始日]、あるいは報告された [見込み終了日] と現行計画の [終了日] を比較し、予定通りに計画が進行しそうであるかを監視していきます。

102. Project Web Access を終了します。
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 承認時にはProject Professional 2003 が必要
Project Web Access で実績を承認した際に、必ずProject Professional 2003 が起動します。これは、Project Server 2003 にスケジュールエンジンが実装されておらず、 Project Professional 2003のエンジンを使用するためです。つまり、計画を変更するにはProject Professional 2003が必要になります。プロジェクトの管理者が使用するコンピュータには、必ずProject Professional 2003 がインストールされていなければなりません。
6.2. 実績を入力しましょう

作業責任者の進藤さんは Project Web Access を使用し、PLの田中さんへ「実績開始日」・「実績終了日」・「見込み開始日」・「見込み終了日」を入力し報告します。
また、Windows SharePoint Services に「成果物」と「懸案事項」を登録していきます。
PLはこれらの作業実績や成果物、問題点などを日々チェックします。
Project Server 2003 環境では、プロジェクトメンバー間でお互いにコミュニケーションをとりながら、問題点を報告・解決する運用が可能となります。
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	報告項目
	報告内容

	見込み開始日
	未着手の作業について、作業を開始できる見込みの日付

	見込み終了日
	未完了の作業について、作業を完了できる見込みの日付

	実績開始日
	実際に作業を開始した日付

	実績終了日
	実際に作業が完了した日付


メモ Outlookからの進捗報告
Project Server 2003既定の進捗報告項目である 「作業時間達成率」・「実績作業時間」・「残存作業時間」 で実績を報告させる運用の場合は、Outlook 2000以降のバージョンを使用して進捗報告する事ができます。
6.2.1. 作業実績を入力しましょう

	ログインユーザー
	PSERVERTEST\shindo

	名前
	進藤さん

	役割
	作業責任者


株式会社マイクロシステムズでは、毎週金曜日の夕方、作業責任者は、Project Web Accessで「一週間の作業実績」を、Windows SharePoint Servicesで「成果物」と「懸案事項」を登録し、更に次週の作業予定についても報告をしています。
103. 作業責任者の進藤さん（PSERVERTEST\shindo）でPCにログインし、Project Web Access のメニューから [タスク] をクリックします。
104. 今週の作業実績を、下記一覧表を元に入力します。
[見込み開始日]、[見込み終了日] 、[実績開始日]、[実績終了日] を、下記一覧表を元に入力していきます。
また、次週着手する作業についても「見込み開始日」と「見込み終了日」を入力します。
　【見込み開始（終了）日と作業実績一覧】
	タスク名
	作業担当者
	見込み開始日
	実績開始日
	見込み終了日
	実績終了日

	要件の確認
	進藤 愛子
	2006/11/27
	2006/11/27
	2006/12/1
	2006/12/1
（2日遅れ）

	作業内容の整理
	進藤 愛子
	2006/12/4
	
	2006/12/5
	

	ハードウェア納品日の確認
	進藤 愛子
	2006/11/27
	2006/11/27
	2006/12/1
	2006/12/1

	ソフトウェア納品日の確認
	進藤 愛子
	2006/11/27
	2006/11/27
	2006/12/1
	2006/12/1

	ネットワーク構成の詳細検討
	進藤 愛子
	2006/12/6
	
	2006/12/7
	

	ネットワーク図の作成
	進藤 愛子
	2006/12/8
	
	2006/12/12
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「要件の確認」作業で予定より2日の遅れが発生してしまいました。ネットワーク環境が思いのほか複雑だった為、確認に予想以上の時間がかかってしまったようです。

未着手の今後の作業でも、ネットワーク関連の作業があり、今後の作業に影響がある可能性が出てきたので、懸案事項としてタスクの [メモ] にも記載しておきます。

105. タスク画面から、[要件の確認] を選択し、[メモの挿入] をクリックします。
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106. 以下のメモを入力します。
	[進藤 愛子]

・社内LANのネットワークセキュリティーが複雑で予想以上に時間がかかった。
・2日間の遅延が発生している為、以降の作業に影響がありそうです。
・次週以降もネットワーク関連の作業が控えており、同様の遅延が発生する可能性があります。
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107. メモの画面で [OK] をクリックして閉じます。
タスク画面に戻ると、 [状況説明フィールド] に [メモ] のマークが表示されます。
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108. [すべて更新] をクリックして実績情報を送信します。
正常に送信された事を通知するメッセージが表示されるので [OK] をクリックします。

6.2.2. 成果物を登録しましょう

今週の成果物を、Windows SharePoint Services のドキュメントライブラリ上に登録します。すでに、Windows SharePoint Services 上のドキュメントライブラリ上に成果物の雛形が登録されていますので、その雛形ファイルに成果物を登録更新していきましょう。
· 実際の運用では、成果物が完成した都度、それらを登録・更新していく方法が一般的です。

· ドキュメントライブラリ上でOfficeファイルを開くには、Microsoft Office 2003が必要です。

109. 引き続き、Project Web Access で操作します。

Project Web Access メニューの [ドキュメント] － [Project Server構築] の順にクリックします。
[ドキュメントの表示とアップロード] 画面の一覧から [01要件確認] ドキュメントライブラリをクリックします。
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110. ドキュメント一覧の [要件確認シート.xls] をマウスでポイントし、[▼] をクリックします。表示されたメニューから [チェックアウト] をクリックします。
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111. ドキュメント一覧の [チェックアウト] 欄に「進藤 愛子」と表示されます。チェックアウトすることにより、このドキュメントを進藤さん以外のユーザーが編集できないよう、排他制御をかけることができます。
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112. ドキュメント一覧の [要件確認シート.xls] をマウスでポイントし、[▼] をクリックします。表示されたメニューから [Microsoft Office Excel で編集] をクリックします。
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※ この操作を実行するためには、Microsoft Office Excel 2003が必要です。
113. ファイルを開く際に確認メッセージが表示されるので、[OK] をクリックします。
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114. Microsoft Office Excel が起動しファイルが開きます。内容を更新し、ファイルを上書き保存します。ファイルを閉じると [チェックイン] ダイアログボックスが表示されるので、[ファイルをチェックインする] を選択し、[OK] をクリックします。
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115. バージョン履歴のコメント入力ボックスが表示されます。コメントを入力して [OK] をクリックします。
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116. 編集したドキュメントがチェックインされ、ドキュメントライブラリが表示されます。
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117. 最後にドキュメントのステータスを変更します。
ドキュメント一覧の [要件確認シート.xls] をマウスでポイントし、[▼] をクリックします。表示されたメニューから [プロパティ編集] をクリックします。
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118. [状態] プル ダウン をクリックし、[最終版] に変更後、[保存して閉じる] をクリックします。
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119. ドキュメントライブラリが再び表示され、[要件確認シート] の [状態] が「最終版」に変更されました。
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6.2.3. 懸案事項を登録しましょう

今週の作業では、ネットワーク環境の調査を行った際、社内LANのセキュリティが思いのほか複雑で、見込み以上の時間がかかってしまいました。
今後の設計工程でも、ネットワークに関する同様の問題が発生する可能性があります。
作業責任者の進藤さんは、Project Web Access の「懸案事項」からPLの田中さんへ問題点として報告することにしました。
120. 引き続き、Project Web Access で操作します。
121. Project Web Access メニューの [懸案事項] － [ProjectServer構築] の順にクリックします。
[懸案事項] 画面のメニューから [新しい懸案事項] をクリックします。
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122. [懸案事項: 新しいアイテム] 画面が表示されます。次の内容を懸案事項として登録します。
【懸案事項入力事項】
	項目
	入力値

	タイトル
	ネットワーク環境による作業遅延

	割り当て先
	田中 太郎

	進捗状況
	（1） アクティブ

	分類
	（2） 分類2 

	所有者
	進藤 愛子

	優先度
	（1）高

	期日
	2006/12/4

	ディスカッション
	LAN環境が複雑な為に、要件の確認工程で2日の作業遅延が発生してしまいました。次週以降もネットワーク関連の作業が控えており、同様の遅延が発生する可能性があります。以降の作業に影響を与えてしまいそうです。

	影響を受けるタスク
	ネットワーク構成の検討
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123. すべての項目を入力したら、[保存して閉じる] をクリックします。
124. 登録した懸案事項が一覧に追加されたことを確認します。
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125. Project Web Access を終了します。
ヒント 割り当て先 リストに表示されるユーザー
懸案事項に限らず、Windows SharePoint Services で管理される機能を使用するには、「Windows認証」 のユーザーである必要があります。これに伴い、懸案事項などの [割り当て先] リスト一覧には、「Windows認証」 で登録されたユーザーしか表示されません。
6.3. 成果物を評価し実績を承認しましょう

作業責任者からの実績や成果物が報告されました。
現時点では、Project Web Access から入力された実績値はプロジェクト計画に反映されていません。プロジェクト計画に反映させる為には、プロジェクトの管理者である田中さんの承認が必要となります。
提出された成果物や実績を確認し、作業実績を承認しましょう。
6.3.1. 成果物を評価しましょう

	ログインユーザー
	PSERVERTEST\tanaka

	名前
	田中さん

	役割
	PL


作業責任者から提出された実績を承認する前に、報告内容を確認しなければなりません。
はじめに、Project Web Access から進捗実績情報を確認し、実際の「成果物」や「問題点」をドキュメントライブラリと懸案事項で確認していきます。
126. PLの田中さん（PSERVERTEST\tanaka）でPCにログインし、Project Web Access にアクセスします。
ホーム画面の [更新] セクションにリソースから進捗報告があったことが、また [懸案事項] セクションに田中さん宛てに新しい懸案事項が報告されていることが表示されています。
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まずは進捗報告の内容を確認するために、[更新] をクリックします。

127. [更新] 画面には６作業について進捗報告があがっています。

その内3つの作業については、[実績終了日] が入力されています。これらの作業については成果物を確認し、実際に作業が完了しているかを確認する必要があります。
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また、報告されたその他の作業については [実績開始日]、[実績終了日] が入力されていません。[見込み開始日] を確認すると次週以降に作業を実施するという報告になっています。
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ところが、そのうちの [作業内容の整理] 工程の [開始日] を確認すると、本来は今週中に完了すべき作業であったことがわかります。
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報告された内容を更に見ていくと、[要件の確認] 工程に予定以上の日数がかかっていることがわかりました。また、[要件の確認] 工程の [状況説明マーク] フィールドにリンクされたメモには、「2日間の遅延が発生していること」、「今後の作業にも影響が出そうであること」が報告として明記されています。
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まずは、今週の進捗報告内容をつかむことができました。どうやら、計画に遅延が発生しているようです。報告を承認する前に、成果物の確認をしましょう。
128. Project Web Access メニュー [ドキュメント] － [ProjectServer構築] の順にクリックします。
[ドキュメントの表示とアップロード] 画面の一覧から [01要件確認] ドキュメントライブラリをクリックします。
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129. ドキュメントライブラリで、完了した旨の報告があった「要件の確認」工程の成果物[要件確認シート] の [状態] が「最終版」となっていることを確認します。
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ファイルを開き内容を確認したところ、成果物もしっかりと作成されており、予定より遅れてはいるものの、作業は完了しているようです。
130. 最後に、懸案事項を確認しましょう。
Project Web Access メニューの [懸案事項] － [ProjectServer構築] の順にクリックします。
[懸案事項] 画面の一覧には、[割り当て先] が田中さんになっている懸案事項 「ネットワーク環境による作業遅延」が1件登録されています。「ネットワーク環境による作業遅延」をクリックします。
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131. [更新] 画面で確認したメモと同じ「ネットワーク関連作業で問題が発生する」という旨の報告内容ですが、[懸案事項] 画面では、具体的に影響のあるタスクなどの情報が登録されているので、より詳細な内容とプロジェクト計画への影響を確認することができます。

内容を確認すると、具体的に次のような問題が発生していることがわかりました。

LAN環境が複雑なため、現行のメンバーで実施するには予定以上の日数が必要であり、今週遅延が発生したのと同様に、次週予定されている「ネットワーク構成の検討」でも遅延が発生する。
何か対策を打たなければなりません。ネットワーク関連に強いリソースをアサインできれば問題は解決できそうですが、PLの田中さんにはその権限がありません。取り急ぎPMに相談する旨を返信することにしました。

[懸案事項の編集] をクリックします。
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132. [懸案事項: ネットワーク環境による作業遅延] に以下の内容を書き加え、[保存して閉じる] をクリックします。

【懸案事項編集事項】
	項目
	入力値

	割り当て先
	進藤 愛子

	解決策
	遅延の件については、承知しました。
PLでは判断できないので、PMに確認後、返答します。
月曜日は、予定どおり 「作業内容の整理」 工程の作業を行ってください。
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6.3.2. 実績を承認しましょう

報告された実績値を確認し成果物を評価したら、Project Web Access から実績を承認します。
133. Project Web Access メニュー [更新] をクリックします。
[すべて承諾] をクリック後、報告された進捗情報を承認したら、[更新] をクリックし、実績データをプロジェクトに反映します。
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自動的にProject Professional 2003 が起動し、報告されたデータが反映されます。

プロジェクトの保存を確認するダイアログボックスが表示されるので、[OK] をクリックします。

134. Project Professional 2003 でサブプロジェクト「ProjectServer構築」の詳細を確認していきます。承認前のProject Web Access [更新] 画面でも確認した通り、いくつかの作業で [見込み開始日差異] フィールドと [見込み終了日差異] フィールドに遅延を現す [[image: image185.png]


] が表示されていることがわかります。
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見込みとして最初に報告された開始日・終了日の通りに作業が進んでいないことが、マークにより表示されています。まずは現行計画に遅延状況を反映させ、どの程度の影響があるかをみてみましょう。
135. 報告された見込み情報をスケジュールに反映させてみましょう。

[見込み開始日] と [見込み終了日] のデータで、[開始日] と [終了日] を更新することで、作業責任者から報告された日程を、現行計画に反映することができます。

[見込み開始日差異] フィールドと [見込み終了日差異] フィールドに異常を現す [[image: image187.png]


（赤）] が表示されているサブタスク（スケジュール上の開始日、終了日と作業責任者が報告した開始日終了日に差異があるタスク）について、以下の操作を行います。

・[見込み開始日] と同じ日付を [開始日] に設定します。

・[見込み終了日] と同じ日付を [終了日] に設定します。
※サマリータスクは対象外です。
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[見込み開始日差異] フィールドと [見込み終了日差異] フィールドの [[image: image189.png]


（赤）] が消えました。これで、作業責任者から報告された実績情報を、計画に反映する事ができました。

136. 計画の変更により、割り当て作業の日程に変更が発生したので、プロジェクト計画を再発行します。
[共同作業] － [発行] － [すべての情報] の順にクリックし、プロジェクト情報を再発行します。
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保存の確認ダイアログボックスが表示されるので、[OK] をクリックします。
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137. 次に、ビューバーから [基準計画差異] を選択し、基準計画との差異を確認します。
計画の全体に [計画終了日差異] フィールドに [[image: image192.png]


（黄色）] が表示されています。また、期限の設定されたマイルストーンにも影響が出ているようで、マイルストーン「構築環境の詳細検討完了」の 状況説明マークに、期限を達成できていないことを表す [[image: image193.png]


] が表示されています。
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基準計画との差異マークの色から原因を判断すると、以下のことが見えてきました。

【原因1】
ネットワーク関連の作業が原因で発生した「要件の確認」に関する遅延が、そもそもの原因となっている。
【原因2】
次週以降予定されているネットワーク関連作業である「ネットワーク構成の検討」工程について、同等の遅延が発生することを想定し、計画値より長い作業期間を、見込み開始日・終了日として報告してきている。
このままでは遅延が発生してしまうので、作業責任者からも懸案事項として報告された通り、なにか対策を打たねばなりません。
PMに対して、「ネットワーク要員の追加アサイン」か「スケジュールの変更」を提案することにしました。

「ネットワーク関連作業」の問題は未解決ですが、続いて次週の作業準備をしなければなりません。

株式会社マイクロシステムズの運用ルールでは、近々2ヶ月間の中工程と2週間の詳細工程を洗い出し、スケジュールに登録後、作業責任者に計画を通知しています。また、次週の進捗報告日を設定する必要もあります。

138. まず、2ヶ月間の中工程を洗い出します。ビューバーで [計画作成] をクリックし計画作成用のビューを表示します。また、タイムスケールを変更して、2ヶ月先までの計画が見やすいサイズに変更します。
現在は12月上旬なので、2月上旬までの中工程を洗い出しましょう。
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計画を確認すると、2月上旬までの中工程は洗い出しが終わりスケジュールとして登録されているようなので、更新の必要はなさそうです。
139. 次に今後2週間の詳細工程を洗い出します。タイムスケールを変更して、2週間先までの計画が見やすいサイズに変更します。

12月第1週目が完了したので、12月第2週、3週目までの詳細工程を洗い出しましょう。
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計画を確認すると、詳細工程についても十分スケジュールが洗い出されているようです。どうやら今週の遅延が原因となり、先週洗い出した計画がそのままずれ込んでいるようです。
遅延の原因となっている「ネットワーク関連作業」について、PMがどのように判断するかはわかりませんが、現行スケジュール上、2週間先までの作業は登録されているので、これ以上の詳細工程の洗い出しは必要ないと判断しました。
140. 次回の進捗報告日を、[状況報告日] に設定します。

[プロジェクト] － [プロジェクト情報] の順にクリックし、[状況報告日] に「2006/12/8」を設定し、[OK] をクリックします。
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141. すべての設定が完了したら、[ファイル] － [上書き保存] をクリックし、Project Professional 2003 を終了します。
6.3.3. マスタープロジェクトの懸案事項を登録しましょう

作業責任者から報告された「遅延」の原因となっている「ネットワーク関連作業」について、PLの田中さんは自分だけでは解決できないレベルの問題と判断し、マスタープロジェクトの懸案事項としてPMの谷さんに報告し、対応策を検討してもらうことにしました。

142. Project Professional 2003 を起動し、マスタープロジェクトの「PMシステム構築」を開きます。

[ファイル] － [開く] の順にクリックし、一覧から [PMシステム構築] 選択後、[開く] をクリックします。
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143. 次のメッセージが表示されるので、[OK] をクリックします。
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144. マスタープロジェクト「PMシステム構築」が開きます。
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145. [共同作業] － [懸案事項] の順にクリックします。
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146. [新しい懸案事項] をクリックして懸案事項を登録します。

【マスタープロジェクトへの懸案事項入力事項】
	項目
	入力値

	タイトル
	ネットワーク環境による作業遅延

	割り当て先
	谷 明

	進捗状況
	（1） アクティブ 

	分類
	（2） 分類2 

	所有者
	田中 太郎

	優先度
	（1） 高

	期日
	2006/12/4

	ディスカッション
	導入先のLAN環境が複雑な為に、要件の確認工程で1日の作業遅延が発生しました。また、次週以降もネットワーク関連の作業が 「1週間」 予定されており、現在アサインされた要員スキルでは同様の遅延が発生する見込みです。現行の見込みスケジュールでは、「構築環境の詳細検討完了」 マイルストーンについて期限超過が見込まれます。

以下いずれかの対応を検討しています。ご判断願います。

1．設計工程の作業期間延長

2．ネットワーク要員の追加アサイン



	解決策
	－
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147. [保存して閉じる] をクリックします。

148. 計画を保存しないでProject Professional 2003 を終了します。
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 懸案事項登録時にマスタープロジェクトを保存しない理由
懸案事項は Windows SharePoint Services で管理される機能です。この懸案事項の情報はProject Server 2003 のデータベースではなく、Windows SharePoint Services のデータベースに保存されます。
懸案事項は、Project Web Access の [懸案事項] メニューと、Project Professional 2003 の [懸案事項] メニューから編集することができ、どちらから操作した場合も同じ結果となります。
本稿シナリオの手順で紹介する Project Professional 2003 の [懸案事項] メニューから操作する方法は、Project Professional 2003 をインターフェイスとして懸案事項を表示し編集するものです。Project Professional 2003画面内に表示された懸案事項画面で、登録・編集した懸案事項を保存することで、Windows SharePoint Services のデータベースが更新されます。そのため、開いたマスタープロジェクトは保存する必要がありません。
6.4. マスタープロジェクトで計画全体を評価しましょう

マスタープロジェクトを使って、関連する全てのプロジェクトの進捗状況を確認し、計画全体を見ていきましょう。
全体のサマリー情報はProject Web Access のグループ化したプロジェクトセンタビューで確認することができます。計画の詳細を確認する場合は、Project Professional 2003 でマスタープロジェクトを直接開きます。
6.4.1. Project Web Access で計画を評価しましょう
	ログインユーザー
	PSERVERTEST\tani

	名前
	谷さん

	役割
	PMO


まずは、Project Web Accessで計画全体を評価し、関連する懸案事項をチェックしましょう。

株式会社マイクロシステムズでは、毎週月曜日にPMが前週の作業状況を確認し、プロジェクト全体の評価をしています。
149. PMの谷さん（PSERVERTEST\tani）でPCにログインし、Project Web Access にアクセスします。
ホーム画面の [懸案事項] セクションに、谷さん宛ての新しい懸案事項が報告されていることが表示されています。[アクティブな懸案事項] リンクをクリックします。
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150. 「PMシステム構築」プロジェクトの [懸案事項] 画面が表示されます。

一覧には、「ProjectServer構築」サブプロジェクトのPLである田中さんから谷さんに宛てられた懸案事項「ネットワーク環境のよる作業遅延」が表示されています。クリックして詳細を確認しましょう。
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151. 懸案事項は、次のような内容でした。

「Project Server構築」サブプロジェクトのネットワーク関連作業で遅延が発生しており、今後の作業にも影響が出ている。客先とスケジュールを調整するか、ネットワーク要員を追加アサインして欲しい。
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判断をする前に、プロジェクトの状況について確認が必要なようです。Project Web Accessのプロジェクトセンタにアクセスし、状況を確認しましょう。

152. Project Web Accessメニュー [プロジェクト] をクリックします。

[ビューの選択] から「プロジェクトサマリ基準計画差異」を選択します。
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[計画終了日差異（サマリー）] と [計画期間差異（サマリー）] の両方に、遅延を表す [[image: image208.png]


（黄色）] が表示されています。もう少し詳細な情報を確認してみましょう。
153. 「ProjectServer構築」サブプロジェクトのプロジェクト名をクリックすると、[プロジェクトのビュー] 画面が表示されます。
[ビューの選択] から「プロジェクト詳細 基準計画差異」を選択します。

[ID] が「0」となっているプロジェクトサマリー行を選択し、ツールバーの [[image: image209.png]


] をクリックします。ツールバーの [[image: image210.png]


] をクリックし、タイムスケールを月単位に変更します。
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すべてのマイルストーンについて、[計画終了日差異] フィールドに 遅延を表す [[image: image212.png]


（黄色）] が表示されています。更に右側のガントチャートを含めて分析をすると、「構築環境の詳細検討完了」マイルストーンに設定されている期限マーク [[image: image213.png]


] より、現行の計画を表示する [[image: image214.png]


] が右の方に表示されています。
154. 画面を下方向へスクロールして、タスクの状況を確認してみます。
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個々のタスクでもやはり遅延が発生し、計画に差異が出ていることがわかります。マイルストーン期限の超過は何とか回避しなければなりません。
報告された懸案事項に起因する問題により、先行するサブプロジェクト「Project Server構築」に遅延が発生している事を確認する事ができました。現状の詳細な状況と、プロジェクト全体への影響を確認する為に、Project Professional 2003 でマスタープロジェクトを確認していきましょう。
6.4.2. Project Professional でリカバリ計画をシミュレーションしましょう

Project Web Accessでは、特定のプロジェクトについて、遅延が発生していることを確認することができました。続いて、計画の詳細情報や全体計画を確認するためにProject Professional 2003で計画全体を管理するマスタープロジェクトを表示しましょう。

計画全体をシミュレーションしながら、計画の問題点や修正範囲を確認していきます。
155. 引き続き、PMの谷さん（PSERVERTEST\tani）でPCにログインした状態で、Project Professional 2003を起動し、マスタープロジェクトの「PMシステム構築」を開きます。

[ファイル] － [開く] の順にクリックし、一覧から [PMシステム構築] を選択後、[開く] をクリックします。
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156. ビューバーから [計画分析] を選択し、[標準] ツールバーの [[image: image217.png]


]、[[image: image218.png]


] を使用して、ガント チャートのスケールを見やすいサイズに変更します。
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157. サブプロジェクト名の前にある [[image: image220.png]


] をクリックし、サブプロジェクトを展開します。

※ 展開することでProject Server 2003 から最新のデータが取り込まれます
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Project Professional 2003でも、「環境構築の詳細検討完了」マイルストーンの状況説明フィールドに、遅延を知らせる [[image: image222.png]


] マークが表示されており、サブプロジェクト「ProjectServer構築」に遅延が発生している事を確認することができます。

158. 最初に、現状の遅延が計画全体に与えている影響を確認します。

サブプロジェクトのデータ取り込みが完了したので、全体を確認しやすいよう、サブプロジェクト名の前にある [[image: image223.png]


] をクリックし、サブプロジェクトの表示を最小化します。

株式会社マイクロシステムズでは、計画全体をマスタープロジェクトで管理する場合、関連するサブプロジェクトの開始と終了にマイルストーンを設定しています。

このマイルストーンを使用して、サブプロジェクト相互の影響を確認します。
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プロジェクト間の影響を確認します。
「ProjectServer構築」サブプロジェクトの終了を示すマイルストーンと「レポート機能開発」サブプロジェクトの開始を示すマイルストーンを評価します。
「ProjectServer構築」サブプロジェクトの終了を示すマイルストーンが、「レポート機能開発」サブプロジェクトの開始を示すマイルストーンより遅い日程でスケジュールされている場合は、後続の「レポート機能開発」サブプロジェクトに影響が出ていると判断することができます。

現在の状況では後続の「レポート機能開発」サブプロジェクトに影響は発生していないようですが、「ProjectServer構築」サブプロジェクトの遅延はリカバリしておいた方が良いと判断しました。
遅延の発生している「ProjectServer構築」サブプロジェクトの詳細を確認しましょう。

159. 「ProjectServer構築」の前にある [[image: image225.png]


] をクリックするとプロジェクトが展開されるので、[標準] ツールバーの [[image: image226.png]


] でタイムスケールの表示を日単位まで拡大します。
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懸案事項に報告されていたとおり、確かにネットワーク関連の作業である「ネットワーク構成の検討」工程前後で遅延が発生していることがわかります。加えて、[計画期間差異] フィールドのマークを確認すると、「ネットワーク構成の検討」工程のすべての作業で、期間差異を表す [[image: image228.png]


（黄色）] が表示されています。

どうやらこれが、PL田中さんが懸案事項として報告してきた遅延の原因であるようです。

ネットワーク要員を追加でアサインした場合、遅延の原因となっている「ネットワーク構成の検討」工程を追加要員に担当させ、現在アサインされている要員には、後続の「サーバー構成の検討」作業を前倒しで実施させることで解決できないか、シミュレーションしてみることにしました。

160. 「サーバー構成の検討」の先行タスクへの依存タイプを [開始－開始（SS）] 型に変更します。

「サーバー構成の検討」をダブルクリックし、[先行タスク] タブを選択します。先行タスク一覧に表示された「ネットワーク構成の検討」に対する[依存タイプ] を [開始－開始（SS）] に変更し、[OK] をクリックします。
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結果、「環境構築の検討完了」マイルストーン表示されていた [[image: image231.png]


] マークが消えました。あとは、ネットワーク要員が作業する「ネットワーク構成の検討」工程が当初の予定通りの期間で実施できれば、すべての遅延をリカバリできそうです。

PMの谷さんは、ネットワーク要員の追加アサインにより遅延をリカバリする事に決定しました。これらの内容を懸案事項への回答として入力します。

161.  [共同作業] － [懸案事項] の順にクリックします。

一覧に表示された「ネットワーク環境による作業遅延」をクリックします。
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162. [懸案事項の編集] をクリックします。
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163. 以下の内容を返信として入力し、[保存して閉じる] をクリックします。
【マスタープロジェクトへの懸案事項返信事項】
	項目
	入力値

	タイトル
	（変更なし）

	割り当て先
	田中 太郎

	進捗状況
	（変更なし） 

	分類
	（変更なし）

	所有者
	田中 太郎

	優先度
	（変更なし）

	期日
	（変更なし）

	ディスカッション
	（変更なし）

	解決策
	作業遅延の件、了解しました。
ネットワーク要員を一人アサインしました。今週の水曜日からプロジェクトに参加します。現状の遅延をリカバリするために、以下のようにスケジュールを組み直してください。
1．「ネットワーク構成の検討」工程は、追加要員に委託し作業させること。

2．1．と並行して「サーバー構成の検討」工程を実施し、既存の作業員に担当させること
※ 今後も問題があったら即時報告すること
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これで、「ProjectServer構築」のPL田中さんへ検討結果がフィードバックされました。最後に懸案事項に対応策を返信した旨を、別途メールで連絡しておきます。
※ Windows SharePoint Services の通知機能を使用すれば、懸案事項が更新されたタイミングで自動的にメールが送信され、変更があったことをメールで確認することができます。
164. すべての計画を保存しないでProject Professional 2003 を終了します。
6.4.3. リカバリ計画を作成し、保存しましょう
	ログインユーザー
	PSERVERTEST\tanaka

	名前
	田中さん

	役割
	PL


PM谷さんから指示を受けたPLの田中さんは、実際にリカバリ計画を作成していきます。
最初に懸案事項への返信を確認します。

165. PLの田中さん（PSERVERTEST\tanaka）でPCにログインし、Project Professional 2003 を起動し、マスタープロジェクトの「PMシステム構築」を開きます。

[ファイル] － [開く] の順にクリックし、一覧から [PMシステム構築] 選択後、[開く] をクリックします。
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166. 次のメッセージが表示されます。[OK] をクリックします。
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167. マスタープロジェクト「PMシステム構築」が開きます。
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168. [共同作業] － [懸案事項] の順にクリックします。
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PM谷さんからの返信を確認します。懸案事項「ネットワーク環境のよる作業遅延」をクリックします。

169. [解決策] の内容を確認します。
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まとめると以下の内容でした。

	ネットワーク要員を追加アサインが決定し、水曜日からプロジェクトに合流する

	「ネットワーク構成の検討」工程は、追加要員に実施させる

	既存の要員には、「ネットワーク構成の検討」工程と並行する日程で「サーバー構成の検討」工程を実施させる

	今後も問題が発生したらすぐに報告すること


遅延に対する対策が決まりました。PM谷さんへ、了解した旨の返信を送りましょう。
[懸案事項の編集] をクリックします。

170. 以下の内容を設定し、[保存して閉じる] をクリックします。
【マスタープロジェクトへの懸案事項返信事項】
	項目
	入力値

	タイトル
	（変更なし）

	割り当て先
	谷　明

	進捗状況
	（3） 終了 

	分類
	（変更なし）

	所有者
	田中 太郎

	優先度
	（変更なし）

	期日
	（変更なし）

	ディスカッション
	（変更なし）

	解決策
	（変更なし）
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171. すべての計画を保存しないで「PMシステム構築」を終了します。
次に、指示通りにプロジェクト計画の修正をしましょう。追加でネットワーク要員のアサインができたので、タスクの調整を行います。
172. [ファイル] － [開く] の順にクリックし、一覧から [ProjectServer構築] 選択後、[開く] をクリックします。
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173. ビューバーで [計画作成] をクリックします。
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174. 計画の変更内容は以下となります。下表の通り計画を編集します。

・「サーバー構成の検討」工程の依存タイプを、「開始 － 開始（SS）」に変更
・「ネットワーク構成の検討」工程の各タスクの期間を、当初計画と同じ日数に変更
・スケジュール適正化に伴い、第3週目の詳細工程を洗い出し登録

【既存タスクの変更箇所と追加タスク一覧】
※赤太字斜体フォントが変更箇所です
	タスクID
	工程
種別
	タスク名
	開始日
	終了日
	先行タスクID
（依存タイプ）
	リソース

	18
	大
	構築環境の概要検討
	－
	－
	11 （FS）
	

	19
	中
	ネットワーク構成の検討
	－
	－
	
	

	20
	詳細
	ネットワーク構成の詳細検討
	2006/12/6
	2006/12/6
	
	進藤 愛子

	21
	詳細
	ネットワーク図の作成
	2006/12/7
	2006/12/8
	
	進藤 愛子

	22
	中
	サーバー構成の検討
	－
	－
	19 （SS）
	

	23
	詳細
	導入規模の算出
	2006/12/6
	2006/12/6
	－
	進藤 愛子

	24
	詳細
	サーバー構成図の作成
	2006/12/7
	2006/12/8
	－
	進藤 愛子

	25
	大
	構築環境の詳細検討
	－
	－
	18 （FS）
	

	26
	中
	設定内容の検討
	－
	－
	
	

	27
	詳細
	インストール設定パラメータ検討
	2006/12/11
	2006/12/13
	
	進藤 愛子

	28
	詳細
	インストール設定パラメータシート作成
	2006/12/14
	2006/12/15
	
	進藤 愛子


175. 「サーバー構成の検討」工程の依存タイプを、「開始 － 開始（SS）」に変更します。
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176. 「構築環境の概要検討」大工程の詳細工程について、[開始日] と [終了日] を編集し、一覧と同じ日程に変更します。
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177. 第3週目の詳細工程を追加します。
[Insert] キーで2行追加し、[タスク名] を入力後、[開始日] と [終了日] を設定します。
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追加した2行のタスクを選択し、アウトラインレベルを下げます。
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178. 追加したすべてのタスクを選択し、（「Shift」キーもしくは「Ctrl」キーで複数行の選択可）、[プロジェクト] － [タスク情報] の順にクリックします。

[複数のタスク情報] ダイアログボックスの [全般] タブにある [見積もり] チェックボックスを「オフ」にしてOKをクリックします。

179. 次に、作業責任者の進藤さんに対する懸案事項の返信を入力し、送信します。

[共同作業] － [懸案事項] の順にクリックします。懸案事項一覧から、「ネットワーク環境のよる作業遅延」をクリックします。
[image: image248.png]B Microsoft Pro Pro B 5 =]

4] 77000 BEO HAD RO VMDD JOIDND EEFERQ oRIW  ALIE 5 x
HRW=1= TIENeN] Bleaslca2a ol - e [FPr v e zu B
WA TS 3~ RUACE. ST LAY
ProjectServerfiZE u IEI 2
B
o SEFHU ST, IO RSB AORE E T,
9 SFLLEESA | o2 | BT -5t TRE
7] EETGE
DTUSTATH 0 HEFAD  aqbl SIWBTH EHRE ERE 5H MO
e F-so@H =1
ESTRELTL - ; i E
1 Fy D - IRBICED i BT WTOT & @5 2006/12/04 0:00
N oonxs R R Do 5 2
EHTFILET
RToHERA
TRLOTIR
N GsssE
s |





180. [懸案事項の編集] をクリックします。
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181. 懸案事項を入力したら、[保存して閉じる] をクリックします。
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【サブプロジェクト「ProjectServer構築」への懸案事項返信事項】
	項目
	入力値

	タイトル
	（変更なし）

	割り当て先
	進藤 愛子

	進捗状況
	（変更なし） 

	分類
	（変更なし）

	所有者
	田中 太郎

	優先度
	（変更なし）

	期日
	－

	ディスカッション
	（変更なし）

	解決策
	追加入力
・水曜日からネットワーク要員の追加アサインが決定しました。

・ネットワーク関連の作業は追加要員へ委託してください。

・既存要員は 「サーバー構成の検討」 工程を前倒しで実施させてください。

詳細な日程は、Project Web Access のタスクから確認してください。


182. [懸案事項] 画面が表示されるので、画面右上の [現在開いているビューを閉じるには、ここをクリックします] リンクをクリックします。
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183. 最後に基準計画を上書き保存した後、修正後の計画を保存・発行します。

[ツール] － [進捗管理] － [基準計画の保存] の順にクリックします。 [基準計画の保存] ダイアログボックスが表示されるので、[OK] をクリックします。
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184. 上書き確認のダイアログボックスが表示されるので、[はい] をクリックします。
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185. 作業割り当て情報を発行します。

[共同作業] － [発行] － [割り当ての再発行] の順にをクリックします。[割り当ての再発行] ダイアログボックスで [リソースが入力した実績作業時間を上書きする] チェックボックスをオンにて、[OK] をクリックします。
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※ 計画の保存確認ダイアログボックスが表示された場合、[OK] をクリックして保存します。

186. [共同作業] － [発行] － [すべての情報] の順にクリックし、計画を発行します。
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187. Project Professional 2003 を終了します。
6.4.4. 修正後の割り当て情報を確認しよう
	ログインユーザー
	PSERVERTEST\shindo

	名前
	進藤さん

	役割
	作業責任者


進藤さんが登録した懸案事項がもととなり、スケジュールの遅延に対するプロジェクト計画の修正が完了したようです。最新のスケジュールを確認してみましょう。
188. 作業責任者の進藤さん（PSERVERTEST\shindo）でPCにログインし、Project Web Access にアクセスします。
ホーム画面の [懸案事項] セクションに新しい懸案事項が報告されていることが表示されています。[アクティブな懸案事項] リンクをクリックします。
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189. 懸案事項一覧から、「ネットワーク環境のよる作業遅延」をクリックします。
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190. 懸案事項の返信内容を確認します。
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どうやら要望が受け入れられ、ネットワーク要員のアサインが決定したようです。それに伴い計画に変更があったようです。作業指示に基づき、最新の計画を確認しましょう。

191. Project Web Access メニュー [タスク] を選択し、最新の作業計画を確認します。
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今週分として割り当てられた作業について、見込み開始日と見込み終了日を入力し、送信します。
【マネジメント サイクル】
本稿で紹介した株式会社マイクロシステムズでは、「作業の割り当て⇒実績・問題点・成果物の入力⇒実績・問題点・成果物の評価⇒再計画」 というプロジェクト運用のサイクルを１週間という単位で実施しています。
このようなマネジメントサイクルを一定期間ごとに実施することで、プロジェクトの問題点を洗い出し、対策を現場にフィードバックすることができます。これによりプロジェクトを適正な状態に保つことができるのです。
どのような周期でマネジメントサイクルを実施するかは、業種や組織の業務プロセス、あるいはプロジェクトの規模により異なりますが、プロジェクトを運用する際は、決定したマネジメントサイクルに従いプロジェクトを運用することが重要になります。
7. ステップの復習

本稿では、現実的なプロジェクト マネジメントのシナリオを通じて、「Project Server 2003 でプロジェクト マネジメントを実践するには、どのような点に注目する必要があるか」という視点から、計画段階におけるプロジェクト計画の作成方法から、実施段階に移行したプロジェクトに対する成果物や問題点の登録と実績入力の方法、確認承認方法、現行計画の分析方法、そして再計画の方法までを学習しました。
実際の業務においては、本稿で紹介したこれらのプロセスを、毎週 1 回程度の頻度で実施し計画を見直すなどのマネジメント サイクルを実施することで、常に計画を適正化する必要があります。
· 計画段階 － マイルストーンに設定した期限を常に監視しましょう
実際の業務では、プロジェクトに期限が決まっている場合がほとんどです。期限内に作業を完了できるプロジェクト計画を作成するためには、マイルストーンに「期限」を設定し、期限が達成できているかどうかを常に監視する必要があります。
· 計画段階 － 必要なインプット情報を登録し、成果物やリスクを洗い出しましょう
正しいプロジェクト計画を作成するためには、正しいインプット情報と成果物を洗い出すことが重要です。プロジェクトスコープをどう計画するかは、成果物品質に直結します。インプット情報が不足したり、成果物の洗い出しが足りなかったりした場合、成果物を生成する工程であるWBSの洗い出しが不足となり、プロジェクトを開始する前から既に要求されているゴールを達成することができない計画となっています。
Project Server 2003では、洗い出したインプット情報や成果物情報をWindows SharePoint Services を介して共有することができます。プロジェクトメンバーだけでなく、PMOを含むすべてのプロジェクト関係者で、これらの情報を共有し評価することで、プロジェクト計画の精度は向上します。
· 実施段階 － 基準計画と現行計画のずれを確認しましょう

実施段階に移行したプロジェクトでは、常に計画通りに進んでいるかを監視する必要があります。作業担当者に問題が発生し進捗に影響が出ている、あるいは作業の実施に計画以上の時間がかかってしまうなど、計画時には予測できかった問題が必ずといって良いほど発生します。
Project Server 2003 は、進捗に問題が発生した場合に、後に続く未完了の作業への影響も考慮し、計画を自動的にシミュレーションします。遅延の発生が計画の初期段階の作業であっても、それがクリティカル タスクであった場合には、必ず計画全体に影響を及ぼします。

タスク間に「依存関係」を設定し、マイルストーンに「期限」を設定することで、計画の初期段階の遅れでも、プロジェクト全体への影響範囲を瞬時に判断することができます。また、計画当初のスケジュールを「基準計画」として保存することで、現行計画の遅れをガント チャートなどから簡単に確認することができます。

計画の遅れを確認したら、「依存関係」を修正してタスクの構成を変更したり、リソースを追加したりといったシミュレーションを行いながら、計画のリカバリを検討していきます。
· 実施段階 －作業の着手・完了状況を監視しましょう
Project Server 2003でプロジェクト計画を監視する場合、一般的にはサマリータスクとマイルストーンで全体の状況を把握し、問題が発生しているサマリータスクについては、ドリルダウンしながら詳細な問題点を見つけ出します。

ただしそれだけでは、完全ではありません。そろそろ開始するもしくは終了する予定の作業についても、監視の目を広げることで、より精度の高いマネジメントが実現できます。

未着手もしくは未完了の作業の開始日や終了日が近づくにつれ、「黄色」⇒「赤」へと変化する「作業の着手と完了に対する監視マーク」を設定することで、プロジェクトマネージャは現時点で特に注意深く監視しなければならない工程を容易に特定し、マネジメントのポイントを絞りやすくなります。
· 実施段階 －実績情報と成果物は必ずセットでチェックしましょう
Project Server 2003環境では、作業を割り当てられた作業担当者は、Project Web Accessから進捗状況を報告することができます。プロジェクトマネージャは、報告された進捗状況を Project Web Access から確認・承認し、計画に反映します。

作業担当者は、進捗状況報告の際に、Windows SharePoint Servicesが提供する「ドキュメントライブラリ」などを使用して、成果物も報告しています。プロジェクトマネージャは、成果物状況を確認した上で、実績情報が適正かどうかを判断する必要があります。
· 実施段階 －問題点を共有し、計画へフィードバックしましょう
Windows SharePoint Services には、プロジェクト進行中に発生した問題をチームメンバーで共有する「懸案事項」機能が実装されています。作業を実施するにあたり、障害となる問題事項が発生した場合には、作業担当者はプロジェクトマネージャに対して懸案事項を発行し、解決方法の検討を依頼することができます。

実施段階に移行したプロジェクトでは、プロジェクト マネージャは常に新しい懸案事項が登録されていないかを監視します。懸案事項が登録された場合には、解決策を検討し、状況によってはプロジェクト計画の変更が必要となる場合もあります。
8. 関連リンク
· Microsoft Office System

http://www.microsoft.com/japan/office/
· Microsoft Office Project 2003

http://www.microsoft.com/japan/office/project/prodinfo/
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期限を達成できない場合に表示





現行計画上の終了予定日





期限





各フォルダ内に関連ドキュメントを保存





作業フェーズごとに、ドキュメント格納フォルダを作成





報告された進捗状況





登録された成果物





赤マークは「すぐにでも開始（終了）しなければならない」作業

































































洗い出した第3週目の詳細工程を登録











[見込み開始日] ⇒[開始日]


[見込み終了日] ⇒[終了日]


に設定





開始日・終了日を変更





作業が前倒しに





SS型に変更





マイルストーン期限に関する警告マークが消えた





SS型に変更





後続のプロジェクトにはまだ影響はない





マイルストーン期限を達成できていない�警告マーク





ガントチャートにも遅れが表示されている





一部のマイルストーンでは、�期限よりも�終了日の位置が遅くなっている





すべてのマイルストーンについて、終了日差異を表す�警告マークが表示されている





基準計画との差異を表す�警告マーク





マイルストーン期限が達成できていない�が表示されている





懸案事項








プロジェクト進行に影響のある問題点の報告





ドキュメントライブラリ








成果物（ドキュメント）の登録





Project Web Access








【作業実績】�実績開始日�実績終了日


【今後の作業見込】�見込み開始日�見込み終了日�





指定したサブプロジェクトが挿入される





「マイルストーン一覧」と「サブプロジェクトの挿入位置」の間を一行空けると管理しやすい





サブプロジェクトの完了予定日や開始予定日などを、期限として設定





大工程ごとのすべてのドキュメントライブラリが完成





Project Professional 2003上に表示された Windows SharePoint Servicesのドキュメントライブラリ





先行タスクを追加





先行タスクを変更





リソースを割り当てると、ガントチャートにリソース名が表示される





「詳細工程」を登録していないすべての「中工程」に[期間] を設定





すべての「詳細工程」に[開始日] [終了日] を設定





すべての「中工程」間にリンク設定が完了





「中工程」間にリンクを設定します





すべての「中工程」「詳細工程」のレベル下げが完了





WBSに従いレベル下げ





すべての「中工程」「詳細工程」のタスク名を入力





タスク名を入力





追加した行





懸案事項の投稿者





解決依頼を受けたPM





投稿された懸案事項の内容





マーク表示でスケジュールの遅れを確認





ガントチャートでスケジュールの遅れを確認





サブプロジェクトごとに設定したマイルストーンの位置の変化で、プロジェクト全体への影響を監視





リスク情報を登録





すぐにでも着手しなければならないタスク





[見込み開始日] ⇒ [開始日] [見込み終了日] ⇒ [終了日]





基準計画との差異を表す�警告マークが表示されている





見込み開始日・終了日と現行開始日・終了日に差異があるため�マークが表示





作業が完了したタスクには、実績終了日が報告されている


































































































次週作業予定のタスクには、見込み開始日が報告されている





現行計画上の開始日は既に過ぎている





進捗情報として�「実績開始日・終了日」


今後の作業見込みとして�「見込み開始日・終了日」を入力




















PL⇒作業責任者


解決策の返信





PL⇒PM


解決策に対する了解の返信























作業責任者⇒PL


問題発生報告





サブプロジェクト間には直接リンクは貼らず、マスタープロジェクトのマイルストーンとだけリンクする。





PM⇒PL


解決策の返信














実績報告


























PL⇒作業責任者


問題点への一次返信











PL⇒PM


解決できない問題点の報告





アウトラインを設定

















